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緒 論

　界面活姓剃は親ヲ由椌基と親水野墓を一分子内にもっている．一下

1こ親油性基は長鎖アルギルまたはアルキルベンゼンであって親水柱

輩下寄々異伊里姓剤ぱその細水柱墓の種類（正帽こば水溶液中で

の解灘）～ぐ基きイズρン】窪7（カケ，オ〉趨…、　アニオン性，．丙塵と）お・よび

非イオン樫の二檀にタ〈別できみ、　これら汚柱剤の男呼法として従一張

イ亥〉椌の場舎ぱ主ヒして容量法まだは比琶法，葬イ六〉注の場合

は壷量法および流澱生肝夜理髪利用した嵐鞍葡’な容量法または比色

法ボ．行なわ哲．活解糖が溶液賦：態でミセルコ歩弓ドを作るしいウ共

通1の4生質を持つに・も絢ら，ず一搬的な方法は星野さンれてし＼なし＼．　すな

わちイわ柱脚翻の容量分断法としては圧μ厩！）を類㍑麺
分相瀕是法が知られ、　とれな陰イオン押柱綱水溶1液に夜対電構をも
ノ）　琶　素ン1〈㌧溶液　を　カ・ロ　愛＝　水1こ　難　溶柱　で　ガ＼　つ　フK　と二　混　　リ　　！合　わ　な　　し＼　有　撫　溶｝虞ζ　1こ

易溶ば囁を生畝さとだ．後カーチオ．ン活歴魯1を商是・液ヒレ　琶素を再び

フK福に離：暖ぜしめ、る点．髪モ終末意．ヒする」ものである。　また｝七色：法ぱ生

平しアと哲学と活駐剤の塩を．有壁・溶媒で：柚「出比色する方法であみ。　し

かしながら分相滴是法におt・て｝ま不均一系に基づく種々の難点寸な

わう（／）複分解速霞ボ達いこと　ぽ）終末蔦におげる同「一哲調の識別

が囲難なこヒ．．β〉活椌朝濃麦によっ一（は上弓足液がエヌルヅヨ’〉召ヒ

すること等ボある。また面柱活柱訓にば本法の早早ば認められず．

非・イ；ヤ〉活刀生平に二つし＼て一も照れら、と．懸．を．作る色素がな」いこ乙、　およ

び’ ?ﾉ難濃で、かつ荷樵漆鎌．に溶解する年暦乞住蔵す，るような魂殿

試薬嗣ぐないために．．　非イオ〉溶娃剤に，もこの種の方法ぱ適用しえす：

尋ヒイオン活挫剤の，是量法としてはアルカリ：七金属イオンピヘテτ］：赦

リ酸またはチトラフエニル爪ウ素ナトリウム箏による重量法、フエ

リシアンイヒカリ、　フェロシアン野方りを：用いる闘接珀な容量法およ

び比琶法ぶ報告さ薮、直接滴定法d報皆されていない。

　従来コ旨イド溶液特に蚕白・K溶液の翅を翅琶素を爾い『（測定

　　　　　　　　　　　　　　σ）



する瞬 鼻 の アjl ヒ男 J8膚 が 得 ら れ この誤 差 は蛋 白 誤 差 ヒ呼 ば れか な

り古 く か ら知 ら れて 卜五 一 着 / グ4 7年 寺 山 ス)は 正 常 贋 水 落 束 を

色 素 を聴 売 薬 ヒ し て桑 野 萄 水 溶 森 で 滴 定 す る し＼わ ゆ る Tコ ロ イ ド滴

定 ｣ ヒ呼 ば れる 斎澄 渡 を報 告 し･ 〟-払 署 3)ば か キ オ ン議姓 旬 水 温

､＼ . . ･.､･ J ,I. ･ .'ー ∴ t: ' .i<･ ~∴ .:- ,二 ､:

馨 舟新 患 を親 告 して し＼る, i/か し 上記 二 法 は L＼す潮 も萱泉 水 溶 液 Y_

jtilを､くれ儀 頁お よ び＼ガケ オ ン恵 庭 潮 ヒの頗 合体 の 牽 詞 の 蓑嘉 ノト さ く

コロ /= こ､の 荷 電 が p侶 こ大 き く夢 響 きA,tる た め L3it,D像 の餐 贋 を 蕉

て∴＼な い,

葛巻は 活 塵潮 か凍 溶 液 求 鮭 で蚤 膏 と同 線 F,H 色 素 Y-複 合体 射 幸 lj

か つ ミ也 )i,コ ロ イ ドヒ Lて潜 在 す る こ じか らー /蛋 白誤 叢 に凝 当す rJ

pjj艶 美 かL海産 する 二 ヒ包 子腰 する 虹 klも に この pH鏡 差 を斎 定 の

陳剰 福 す,i,日豊縫 発 表 D変 色 に pF]夜 色 に猛 い変 資 が 得 ら れ る の で 敗

rjL＼か じ考 え た｡ も しこ の 音 速 水､巧雛 で あれ は 上 記 の 音 速 の穴真 也

聴 か れ る tl両帝 に雨 蛙 を よ 8､兼 イ オ ン義 経春日二も共 通 な -敵 船 音 速

が得 られ る ニ ヒ水､予潜 き れ る｡ す な わ ち両 棲 の場 合 はそ の 巌 娃 瓜､敬

塵 で あれ ば fIケ オ >済 塵 飼 tl叔 邑挙 動 を とる と考 え ら れる レ 薙 イ

オ ン(7)場 合 宙金 属 イ オ ン の有 産 で 夕方夕7Zム抑･L化 する と考 え ら れ て し＼

るO､らや は リカ チ オ ン活櫨 荊 ヒ同 じ く 70ラス の 荊 啓 を もつ ミセ JL,求

静 定 と れる か ら で･あ る.

着 竜 1ま この よ うな 見 地 か､ら層 々 の pil色 素 ヒ叢 吐剤 水 温 液 ヒの慮

主席 同 を pHを い え て粛 べ る ヒ ヒも に滴 足 利 に つ し＼て も鹿 討 を加 え

各活 娃刺 に其 潰 V9滴 澄 渡 すな わ ち藩 鹿刺 水 溶 液 に pH 蟹 乗 を加 え 液

健 を各 々 の Pjf資 秦 の 衷 脅威 よ 1)毅 鹿償は た は ア ル ガ f]娃 働[に珂 審

L波殿 試 薬 で 変 色 臭巻 滴 定 す る 各号 法 を確 立 し 堂 の磯 嬢 に も考 轟

を加 え た. 護た これ ら 滴定 法 を湛 各 止る 二 と )こよ り 非 イ オ ン -

乃ヰ オ _I,滞 . 薙 イオ シ ー ア 二 才 > 発 混 合物 の 倉 5)]長 者 薮 への束 帯

も親 討 したO 竜た アニ オ ン萄庭 刺 に つ い て 蛙 〟也ん乙M ンぞ/也∠ま を市 い

る比骨 法 につ し＼で も検 討 を加 え 契 同 分布 に 充 分 同 い得 る こ こ 左 明 ら

か に 耳J5 yJL もに 葡 表 法 やUV比 色法 で 建 不 可 鮭 な ‰ プ乙云シ型

とス/)



剃わ活柱剤ρ1好レン勲シド㌧勧ピレ〉オキシドの繊比
の決定法を1献ダド蠣取スペクトルを甲いて4テなト、得ることを’ qらかに

し払最後に従来研麩の遅紋いる親池娃基の分新法を開拓オろ琶

的で’4助幽轟毎∠脇・タ癩仇んρ％露改型かイオン活性鯛につ

演トラ以・フず外約メ勃ンに瀟砺耀砂興翻
の解祈を石な’い赤外：狐収入ハ2ク1・ルが親油柱墓の分祈に肩力であう

こζを明らがにするヒ同時にβ譲九4／〃塑タ83部既9λ・3の規則’注

についても巽験副懐づけるこヒができ為以下囑を追って論逮す
み．

ζ3）



第1章/ イオン性界面活性剤の鳶斬

第 1節 カチオン活権利の金額

親 水娃基 ヒ して ア ンモ ニウ ム基 . ア ミノ基 ノ ピ lj三‥=ラ ム基 尊を

も っZTチ オ ン 海 産東恵一敦 に鹿 蛭 石 けん と呼 ば れ jtの 怒鷺 分布 葱 ヒ

してハ ライ ド7 羊*シ 象銘 承 泉 す る音速 4)ノ 7エ リシ ア ン私 ガ リヒ

水 に簸 蕗鹿 の鹿 巌 を生乳 する こ とを 利 伺 し過剰 ujプエJ)シ 7 ン牡 か

･Jを ヨ- ド メ Irリー で度 量 して分布 する 有産 S) 7エロ エア シ叱d

リで荘 厳 吐 しめて過 剰 の フ ェ ロ さア ンイヒカ リ を適 マ >が ン顧 訂リサ

ムで滴 直 すJ5有産 )̀ 〝阜軸 & ァZ-&仏 且 水 アニオ ン霜 渡部 ヒ則 二海

洛 蛙でか つ水 と渡 り食 わ な い有感 象嬢 に葛 藤 な虚 を確 ,),カケ オ シ

溶 接刺 の添 狛 こか )帝か戊 のPl幼 -a脇 に弁解 きれ 氷層 に

庚る ニ k:を列 間 した E㌢払 渡 G,礎 ま ') 勅 秘 -a-GALa の和 )

に た払 舷 α 云7蛇 を轟 添 乗 tlす る青 木 らa)方去 Fjぉ よか β/2JO取か-

卿 CAJLe･包蔵 泉索 一乙して アニ オ ン請櫨 嗣 ご粛 凄 素足 す る

脆 ル侮 3) Z'方渡か､級 奮 され叡 尊 舟歌 渡 し して 建雇 々 の療 獲薯 泉

ヒ水 に簸 蕗 な底 を 盤叔 せ しめ これ 乞グ ロ ロ水 )Lム考7Kと温 合 しな し＼

宥漁 港嬢 で瀬 慮 杜.色 す る音 盤 献.多 く報 告 含水 て し＼為｡ すな わ ち色 素

∴ ミ･一 こ一･･′Li.-･′･･J･:It･t･l･13一･･A.:I,E･･iJiJJ･･(こい一･:/,, ′ ･L-tノ･･･..･･t.･: -

Eo&/′1みZノ適&二dWzJtBLPLLA FC.戸/D 等 亀甲 し＼る音盤 で あ る, こ

れ らの 方法 は いず れ もア >モ ニ ウム虞 7-ラス の 電 荷 を もつ 打チ オ ン

藩 吐剤 に対 し泉打 撃荷 を もっ魯 素 あ る し＼妓鼓索 を 如 之水 に麹 束 蛙 の

寛 を連 夜せ し め る こ とを荊 珂 LPLを渡 で清 佐剤藤 肴 の音 速 t攻著 し､

轟 く･ ま た 〃- 頭毎 射 畑 の患者 濠 にお し＼ても後 席 鼓 の頗 簸 モー あ

るし､lま不均 -祭 に基 Dt､く塵 々 の欠 点 毛も J,7= し＼る- 一 方 巌 ,殉 法

にお し＼て も鹿 の色諏 Y_愛 東 そ 珍 も a)の摩轟 の 萎 胤､少 な く鼻凄 濠泉 衷

い ＼b有利 な 方渡 にも 斬 らず,あま 1)かえ L)象 られ て し＼なし＼｡ 二の 泉

に 着冒 して終 末 東 の変 色 を政 友 すれ ぎょ l)優 れ た有産 が得 られ るも

の と居 宅 て蹄 魔 を希 っ たo

l'411



I.7.I,)カチ オ 〉恵庭潮の各 新 法

64) p〝曹素 ヒオチ オ )溝 渡刺の題 星摩 吊

▲,･LIJ+?(-･･Lj :･･:(.･ ;二- ､て ･I･つ.-.-.･,':.1､<〝 二~t･/,･/:･'LiJT7上 や/･'-i-

オ ン蒋鹿 部 ヒ友鼓 して生鼻す る慮 lj覗 ちか に イ オ ン溶 合 を した 革壕

ヒ老友 られるか ら 雷魚部 分 の養 鰻鹿 追 に大 き な査イヒ ぼTdlL＼ヒ養え ら

れ る･ 事実 FLTg圧 禾 すご とくその衷 長者 は /∫17nP であ るb

二 一､･･J'･(√ ､1, ._/-.,･!<!(.. ･.･{ I" 一･.',･ノ′ r･一 ･_LJ･,'--

r･ .-I ... .･･/;二 ･.､･.(･ ･ ･ ./I_･
ヽ

i: ∴ ･･L･,(㌔:､--.;･':-･･･t,ン-AI-1･･･ I+'と.i- ･･-- ･･J:,i- ･･一 ･ .r･･=

/･､ .し.上~. ･･'r言 .'･･I:Ti･ - ･･

iiT:'-Lr,"I:.I'tI',I _:F'､･･ /･･･ ･-･二 /,･L -･IJ',･,i-∫. -,>ノ･.,/I--
L/･､∴ ･ ･, I･ノ:･- ∫,････し1-･/LJ:I.･,.･L-fji:J･･:.･JJ:･･･Iイ･:･･,･= I,･･-･L･/'･
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　面こと馳の多くの酸柱鹸と力繍・活柱剤〃物Z凝
β伽など塩基牲色素ヒアニ：才ン島隠’剤についてあ同様であろ、　そ

れ放この塩ヒ色素ヒの臨調の差を；副用すみ滴，是法にば夜色の不鋭敏

芝は避けら殿ない，　柔くから知ら1れている白白誤差ぱ蛋・・資駅函性電：

解蜜であるだめにその水溶液の液・匪によリアミノ墓あるいはカル置く

キシル墓が鹸柱富谷あるいは塩基柱色素のズルホ〉酸基あるい樋ア

ミノ墓等と結合す・るために起ると．されていだρ　’そこでイナンコロイ

ドであるカイ才ン喪亡．剤に・も二の穣の斑遠蛙’起る誌のと、考えZO種

のρ〃重心につし・て水溶液状態における舶互作洞を司漁家双スペ

クトルを測是す’るこヒにより追，求する乙乙4＞に，ρ〃の：変化に対する

．挙鋤を調べた．その結：累アゾスルホン繊薬．，スル木フタレイン系、，

かレボフタレイン宿敵聴色鼠ノブ痂吻！伽％外（〃の

一融解磁ゐ・鴻00（伽00）、βヵ初磁褥記β伽（β戸β）
男勿ル躍β幽。τ6）’（》㌘タ疋屡（ご尺）が読手部吸収スペ

クトルに変化を示すヒ乙もに谷々の色素が当然酸諸色を示すべき〆

において七酸ノ陛琶を示さないこと：を見歯しだ．典型『爵な例ピ・しく

習。ピ（銘i幽〃泌〆僻堺町死4蜘ル血（cT沼α）乙の
極作爾を示すズペクトルを輪回に示す
　α〃㍑杷正および皿ぱそれぞれ！胃．0の，ρ〃よ8すなわちアルかワ柱・

薄歯すスペクトル（λ鵜砒・465棚絶）揖び〆認すな頭
蓋性色を示すスペクDレ（λ伽曜：よ〃‘碗ノのであみ・今CT・→α

水浅官に。．〃グ／々／v10水溶液経商を加えると燈・色の魂無碍生歳す

’る駅振擾すれば直ちに介散して黄琶澄明な漆塗、乙なる．　こ：の状態の

スペクトルばα戯工で示さ数（λ・・し曜・：440哲ル）ヱれは

層0ノバ墨i剣のC層C以上の巌凌のCT沼α1溶液に司港化さ搬た・もののス

へ！ク｝ツしで亀ρ〃を《糞8カ、ち2・8にかえて毛ス〈eクトノし1＝変イヒは見2）牙1ない、　しかしく

この場・合でも々0め量に録して過1剰に困惑しても汚：粧創濃酸≠ズそのC図Cより

低いが　たと．之εMご以上の濃褒であって毛層0と0ア沼（民謡、

／；／｛こ：遊：し＼モニル比で1格一右三す．る場合はこの瑳｛募は：認・めら密なし＼。　す

なわち同着ぱクKに難1落・性の猛が1溶解してい為血紅で愛〉．り、，後看の場

　　　　　　　　　　　　　　（6、
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合 は 雇 が 渡額 に して新 出 しだ 求 笹 で あ り. し＼す.れ の場 合 に も p〟Z･P

で は cILLM Brの ス ヾ ク いレを与 える｡ この ような発 象 か ら cL収

工は 〃0-C,TACPの盤 が盛刺 の CTAcJPに可溶 化 さ新 た威 簿 e)ス

ヤ ク Iル ヒ考え ら れ この威 鮭 は ミiz)し簡 裁 に粥 旦 す る CTACe を

簡 く ニヒによ E)正 常 葱 TvlOの pH 家 老 を禾 す 求 静 に移 行 す る も､の ど
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予憩さ・れた。そ：こで燃工を：示すラ客、液：～2CT！4Cεとよ0強い結合

をもつテトラフ：二ニルオ、ウ素ナトリウム（S下8，ノ参を加えだ結累

期蕎されだこじくCτ月磁ヒほメ当量の∫丁βを加；こた点（留0の

酸鮭哲が謎麗すること藍認めた＝。　この環象は次の殴応式で示すこと

が’一（’iき’る。

三連＋Cc月，），　cゑ＋阪8030N一〃｛》N（c態）エー→

即＋（c脇O」β○闇《）瞭佑）。＋娠α・………一・…一・・…（P

尺N＋（（⊇亀）3α　＋〈／6し｛β（じ6トし）ξ〕→尺1八1＋（ご月3）3β『（て16H．ζ）4＋〈／6し6乏・一．一（π）

姻†¢厚，），o；ε○〃一湿C＞／〉（c斤，）。＋甑腱（c、β、）勇一→

副†（・月・），β縣（・・片・）。＋醸。。βO〃一～O〈・（ぐ日・）ゴー…一…一一一ω

飯。，βC＞鵬N（）〃．（（侮）。†〃α→

　　・」εO煽つ一N・㈲。融ε4一一一一一一一…切

，．1．2）　　定量法および定量結果

　上記の理獄に墓づ’さ滴，定時の僚、件の検討を行った後に操イ乍法をイ乍

り・各種飼紙ア〉モニウム塩および三綱アミン真イと水素澱塩を髭幽し

た結果をτ磁fに示矯．対照巳してん20ま鈎を用し・るβ諏幻あレ

4栂・赫法図麺は伽砺ポ）鯛・・，ほ磁・・微覗
た．「滴定に用L・廷試料ぱ瑠ヒベン黙諾ニウム球外は著看が合訊した

ものであ・る。
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操鰍・W2。一吻，〃試舞水溶液ノ〃曜助ノを正劇認リ吻彫

層ρ水溶液／・）Z商を加之．塩酸でρ〃を3とした後筋タ〃ん吻〃0

β丁β標準液で滴是を行ない図0の澱柱童の現わ敢た点を終末点と
する。

Ll．3）　三三の検討

以下述べる系件の検討は蒋に二どわらなひ眼り凹／翻塩づヒベンぜ

トニウムZ‘ク，〃ノ：を用いて行った。

1コ．3∫わ　壽式料溶液の，ρ1デの影響　　　　　、1

試料溶液仰跡恥即雌系破色獄よi！・ア・三七側にお・
いて灘を彬場合な吻2のスペク・トルから理解さ緬戯に
／よ饗の差を肉眼幻1こ判別せねばならす滴是ぱ非常に困難なもの

どなる。．それ故当然そのρθ；変・色域の酸柱測で悪気を行なわねばしな

らなぴ・そこで圃色素．・の変重藤含診て酸噸倭麺卯細め
たの訳砺z・亘である。滴定前の試斜溶液の凶が3、4以一ヒでは変

色次不鋭敏で滴翠雫遂な・．、＼　また，ρ〃急51滅亡z・〃まで滴是ぱ行い

得ζが定量4直ぱ低くな㌧る傾一向友’認められ♂ρβノ，4～Z・汐の阿で哀鰻予

購果が得られたので試料図面のア爾註≠oピ富めた・

・勧乙・π研・・亡：i；・・f劫ご〃γ4〆〃5・π∫・・6・・ぐe・亡雇∠・尼
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1．1．3．2）　　才旨意薬として可能な琶素

　画鯨ヒご網α鉱三四勅項で述べた5働囲鯨が
が宿爪疑しして可能であった。屑O、τ｝rρ00，C淫　は各、受M”〃〃

アK溶液，β戸β，丁βは川／漉〃0アルコール溶液（テタツレ％）ノ～ズ滴を

田・’・硝の調綱湘の場創噸樒して各回色素噸遊域よ
り凶にして0え～03酸柱側に調節して洋なし・瓶ムノe皿に示す

ごと錨果を糎なこの際鍍色1§則変琶L非常に類似して・・る

が本態的lq絶素一活柱剤複一本0色から琶素の酸柱琶に変イヒし（

・＼ゑ〃1御汝∠聖楽廟靖→奢索の衷色である刎題し本法ごば

青→黄の紙誌ま承し非鷺にi識別しや篤い、　等量権の面からず種の琶：

棄の蘭1・殆んど髪異ば認めら搬なし・がC《の承少し高“髭呼値を与．

える／嬢向がある．

　庖汐どε皿　疋ε5’μ昆β0屍就βe4　励εηρど丑σεη亡

　　　　　　∫泥4乙ご風と〃凋　w8｝／ε〃3e払
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3・／ん4〃／ど／∠∂〃あ〆μκ

ご〃ηgo　尺e浸

フ〉・えんぶヌ1　γe∠　あ　ムノ羅e

7γ〃μe・∠どπ00

／・3ん5≧o　，γε4ク〃あγ’84

鼻岬〃アカど⑳∠尻μ《

　　Gを台ρ紅。3泥ヴ潔ごe覗こそ！レ。聖欲捻

β酬zご酌。尼ご岬2　〃・ハ／．”一7ンガ〃アε昂yム舵・x屍一

　碗〃紀ε　4・・γ廊勲‘姻伽〃・どど・

残働をご　”砺。魚こ。、縛ゲ躍物ごの％c舵ωソε汐
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1，1．3．3）　　試料鼻差隻⊇・よむト4旨示薬量の景多言．

　油圭剤・ゆ多良庫で・／ヲ心素がそ0長柱色を環わ言べきρβにおし・

て酸柱「重を爪さない／煮菌を活性潮のミゼルコ】コイ｝ごと，い：う’腔1覧1＝「菜

め’る眼り・分5コロ冥ドである蛋自・ヒ異なσ凋是再能な譲葭、蔽垢し｝註堂

然移在するはずであり　惹た試層料溝液の’；農：慶が’低下すれば噛低い定量

櫨が得ら蘇るこどが予想乞勉ろ。塩イヒベンゼ．トニウムの重度三図ん““

までぱ正確に是量しう．るが’図／身〃〃〃へ図／ん勿〃まで慮／へZ影低い是

量遁が得ら摘，粟に砥濃譲になると商是前試料溶液の翅を3と

する際一互ノ》ア0の酸牲童を現わし滴達の途中にお！いて色素一清柱剤

の顧・含・！体の｛董調・に戻り更k：終末∋契で酸論旨・色をづ表1わ寸ヒ．『し＼う二段の蓼こ

琶参譲あ・ら搬更に潔褒が低下すると酒殿靭を加えて凌雲早衷含ぱ起

らなし・．また指示薬量は該料溶液／ク耀1二つ蒼暫／／〃〃〃溶液／へ．Z

滴が最寄であり．　あまり多く加えると変琶：の識別訳困．難ピ・なり　誤

差を生じる。
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1、1，3，4）　　滴建〔春理の影薯

　滴定剤の劣ミ’件どして：kま方チ＝オン活’性剤と：，夏嘉して白色の沈殿を生

叡レそグ〉沈綴の溶解旗が酸姓榎口蒔に戸β3下尉近で鍛ノ1＼値をもち、〕巨

　　　　　　　　　　　　　　（／2）



ク純震の高し・勧が落．易たλ下しやすむ・よう幽棚物が導きしび．

＄P8慰虚蝉・購で鰍・ら凝滴三綱であり．本滴是に硝然爾
いら；れるヒ考えられるオぐ・　着旧は’従来／〈，1でとフ，Ceノ〃β4の重量1分君r

の沈殿試薬どして繁用されているST．13に着旧し，　輪めて容量’分祈

試薬ヒして用いうる二と鰯』ら瞬こレた。この弛勲のア）レ加イ

ド試薬にっし・ても検討を加之吻渚痴e試薬が二二液ヒして恥・得る

ごとを晒らかにすろこと六できたが1荊二看．にくらべて終未莫での

蛮琶訳不鋭敏で優れていみヒは害い得ない。　7：罠炭eγに308，3

下β、　κ20髭14を滴是液ヒした鯖：の衰量結果を秀ミす．
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　3ρ∫’を君是激ヒし・差三場・合とS了一βを商嬉…液と，した場・含・1乙の面にご

ば．是量櫨，定量可能な藤湊才よび画組ア〉丑ニウム塩の纏類に照

して差直殆んビ認めら敷ながった次．κンC4：∫双を滴定液と：した場合

〃／紗乙鎖の短し・0乙砂6誘導体｝ま滴三寸ることができない・著ち塩化

ベンぜトニウム乞豚・た場合商定可能な激麹翻／砂〃まであっ乞

こ勲らの差異は滴是の際生回する沈澱の性項0差に墓つくものZ∴ち

之られ類似の現．象はアニ：キン濟柱．剤を煽イヒバリウムで二丁すろ場含

に・も姦忍めら冴て．る。

第1章　実験の部
A）　試料および試薬の調整

A，1）4乙々γ歳が死滋y∠卿z砂e〃メめのγ疎躍¢β．剛菱／∠〃助ε茄／と鎌膨泥畝〃～

ゐr〃z凝εβ沼∠々γど加刀zン乙反ご〃6〃ソ乙塑〃ω旭雌ρのπε48so合威は

下記0経路によって相当するん塀クグ・・娘Sよ輪叡した・

　　　　　ご〃3
　　　　　／　　底幅中
紹・＋ ｵ　「π
　　　　　c〃3

　　dイ9
　／
　　　　芹βr　一一一一…一一一σ）尺N
　＼
　　c雄

　c梼
　／
尺〃〃　〃βrナ〈／廃ρ／ザー一→疋～〉（（〕た～3）z………・一…・一・．一一一一一え之）

　＼CH

π八〆（ぐん与）z　＋　σ〃3β｝一　一圭欝〉　　μ～母　（（〕～ゴ3）3βジー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…一一…一…・…一一’・一・（3）

蹴㈲．＋嶋¢励欝即＋（酒田ε・晒一

滅圧蒸留によリ精製し嗣蜘乙勧刀副・約／与に対レモル数

Z備の．）紐殉乙競細3〃多エダた幡灘競圭西中で
躍～／〃〆C／ρ麟圃反応せしカて沼乙塀珈1・劫メ猟液〃γ4r〃一

（／4）



わ砂深鼠eε　を合威した。1〕ど婆な場合は無水工タノールー工一チル

の混合溶媒よリ再結晶を4そった。　ついて三級アミン莫6ヒ7K素酸塩を

／・％巌。〃を加えエーテル抽鱈エーテル抽出薫を翻く毛硝で乾

燥後エーテルを蟹去し　エダノールを溶1媒ヒして溝び毛ル数／。ま～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”Z確のC〃3βγ、ご6ぬご1ちβγを加えて加圧’下8つ％で／0蒋昏怠穂

勲ぞ糊∠々／∠∠吻ε三層体沼∠々γ∠4ご廻々γ∠汐印zン乙髄合威し、

醸水工’一テルーアルコー）レの混合溶媒より再結嘉するこヒ，によ0．精

製した・『鵜粗塩膨般に一徹強い勧に〃讃〆畑地
の塩に誘導しこ殖をクロロホルー工一テ歩混合溶媒より絹結晶して

得ら輔針斌ま烈飯状結晶を元素分祈することによ0同是確認し
た。翻ヒベンゼ穿ニウムな三面株－ ^会社よ・朕与し・ただいた。

秘／・】πだ‘疏・勧紬～／・ど3・ρ幽乙。吻・一

　　　　　　Q認・臓・／ん1醜・尻伽〆・x

　　　　　　　　　　　　　　　c冠ぐ4ぐ％）　　　冷〃雇（％）
　　　G〃ヂ雌4・
　　　　　　　　　　　　　c　　〃　　〃　　　α　　〃　　　～v

に蝋膿膿瑚66躍……一・ク姻・
レ嗣㈹。（c鶴胡
　　　　　　　〃　〃」岬勘”／嬢硯・8尉〃お　　　　［

箇・θ。訴㈲，差臨。、囑

　　　　〔　〃　弓6タ〃486城タ潔6撒勘～3∂9〃
に・制D叢誌］6グクク撒　・・一一29
に幽・確H，）。（・β。ご、胡

　　　　　　　・　〃］勉催タ町制6刎4タ砂86・4　　　L
レ斤、，μ（ご〃，）、〕

　　　　　　　〃　〃］砺8よ吻〃r’奴6／♂92蜘尼一42　　　［
に・肪〃（㈲、コ

　　　　　　〃　・］タ卯24留〃8ク髭・クク既8・・燈　　　［
降娠〃（ご嗣

　　　［　〃　醜語2タ瑠競湛魔％9・タ4躍
に屍gN（c㈲』

　　　「　〃　〃］ム68タタ’46タ9％蝦驚3四73ク
　　　　　　　　　　　　　　（／の



　　　　　　　　　　　　　　　c沈乙。♂ζ％）　　　　　アレ〃Zd〔6％）
　　ご…ρ蝋♂3
　　　　　　　　　　　　　0　　斤　　〈／　　c　　β　　〃
［C／6馬3！〉¢月3）』

　　　黙思槻弓嘲鋤鍬9畝編鋤纏
に賜κ6卿G紘溢〃（乙巖（碗‘6ノ甥

　　　＠sら繊瓶轟煎二四2久8労ク8が6883』8”628”2”

A．2）』試　　薬

　ハア0・　β！9β．　ご疋，　τβ．　アFoOO二〃eγσ潔社製岳をそのまま閑

　いだ．

ε丁β：〆ぐ盆ムわρよ（同，仁化嘗社i製畠）

δDε：三洋油脂より供与さ取だ5・4ご此〃乙404εφ∠34∠ノ説εを面し・た。

A，3）　試薬の調整

3丁β標二巴ご一三量の3TZ3をと1ルKを加えて岡々〃～””ρ∂溶

疲とする・戯嚢があ承ばこの溶液ん～につき．Z24》ノ，～‘ρ〃2タを加え

て櫨湘し脚鵬液ヒする．こ礒の朗1払え磁7を示或
κ2ぐ4τ4標濠二二7・6♂23C4∫0グ3佐0，903ノ〈∫おタび〃、29

翫・∫0・を水αかして／／しする．この液の話劇魏／／““1面当

し　ノフβ　6ρ　を示す，

δρδ三門液綻量のSPβをビリ穐方眈て骸抄吻。諮液
とする．

A，4）標潭液の三三決だり

　3τβ標沸漉の力鋤の決心ζS下β溶液又〃％泌をビりここれにρZ，V

4ノα｝3溶液え滴，∫〃尿玖〃え／Vκ（プごノ．よ，階量）を福回しつン加え

同伴後予州燥精秤したがラスフィルターで沈殿をザ別罵。・。3

繭加州勲照して瀬継是鈎。密瀞簾は鵬餉。
・備鋤ば一朔陶三三で力栖は殆んど蛮荏しなし・が属瞬麟置し

たものは滴是前にカ，価を決疑すべ’きである。

　　　　　　　　　　　　　　ぐ／6）



/{zcdI4 贋 準 濠 の 力価 0)決選 /a)I.スク mt2 0'N//クク塩CdI4溶液

を正確 i:ヒ リ水 を抑 え て /9♂俄かLL､ 二の慈 東 にOJmji,-Lot/,柳 l

P/a-cj<T漆 轟 を孤 老,JZ偽β の 〟城 CjlrNHdC2嶺 衝 瀬 を 鮒え てpH'C

邑する. この壕 束 を予 め 〃 tLyL-xL∠e乞海 不束ヒ して毅 牽 物 項 ヒ して

炭威 ガ)しシウA を 射 し＼て鹿 足 さカ た 〃//M EDTA溶 液 で滴度 Lこ

力価 左淡渡 す為.

sD S腰 準 寂 の カ傭 0凍 免 :予め p-TD∠LL最古ne 法 ′7)に よ fJ絶 産

PFLスズ70を求 め これ と解 釈 量 よ りか僧 を 算 出 Lr=b

第 2 節 アニオン滝塵刺 の変革分析

家 水 娃 基 ヒ して 主にス)L,ホ ン厳 寒 ノ廃 酸 選 を も つア二 才>芳 塵剤

演 -双 に 虐甲 鹿渡勅 ヒ呼 ぼ 車洗 剤 の 申 疋 を責 め てし＼る ため に 埠の分

解 法 に 阿 すa新 発 も多 いo 前 節 で のベ r=〃色頭y/e刀ebfue乞田 し＼る

Epあれ分布 滴 養 液 は終 末 魚の 凍 勘 二襲 喪 か あ ｡ 巌 盈娠 rbL" rt/8)

a/盈zer A Spz招 ′') 水 村 スβ,)竜 水 ヱノ〕 尊 に よ J)摩 々 の 攻 複成､押

､ .I . J .･ ∴ ′ . . .･･て1 .

b/ke のitを大 き く す る ヒ tlも に水 原 に対 するクロロホル ム膚 t7)削

合 を大 ヒする こ と に よ り′ 水封 ら 虐 アニ オ >汚 娃刺に過 剰 の カケノ(

シ薦 蛙刺 を抑 え避 滴定 する 音声 を･ 寄木 せ確 煎薬 を Ne比も-a_i yecL

y･スルホ フタ レ> 祭の色象 例 え ば BPB I BrDmクCyeSDlByeefl等 の

盤 を河 いる 古漬 を観 壊 して し＼るゥ 二束等 分相 新 湊 渡以 外 の森 塗 潰 ど

して淳勉 yt/ey 港 の運 ,% 3)′p-ro∠よLtdLRe ヒ壕 を締 る産 額 を刺

関 して この壕 を エ ーテル塘 出 し強 豪液 をアjL,かlj廟 草 薮 で落 葉 す Ja ｡

勅､ckbク/d速 /7) キ レ ー ト感 度 ヒ∴bケオン交磯 贋 庫 を河 L＼る 観 碑疏

顧 ヒの 脊髄 窪葛 法R)な ど､か･あ 乳 著 者は カ チオ ン清娃刺 の弁解 に哀

し＼番 茶 を希 7:-_塵壌 清 泉法 を ア ニ オ ン海 蝕刺 の 場 合 に も脅 ん と して玖

下の 葉酸 を待 つ r=D

〔/グ〕



12コ）　アニオン活ノ注旬の分揃「法

L2コ．1）　戸荏二二ヒ．ノニオ＞i哲柱剤の相互イ乍用

　籠は前節でのべちカチわ瀧剤のρ〃牙城蘇試集を回
る滴是法を宏のごとき運由からアニオ〉汚控剤に適：用・せ義1申した、

’すなわちアニオン潜柱孫1もイオ〉コτ了イドを症リ・，塩基柱の戸θ・色

i素である〃¢μ矛〆認∠rど6むひ／尺）巳桓互作環＝をこもつこヒニ．　涜薮試集

1毒しては力今オ〉・活駐ジ鯛；グ爾いられ，ること，等であ一る。

　δρS水溶液κ恢永薄叛委加えると未”弊童の鍍殿を生じるボ

娠i灘す；ればL澄明な溶・疲ヒなる。　二の溶液の入ベクトルは戸ン診3の

乙z融匠辺　で示されλ〃娩πは34ぷ〃・ノ6にあ。春液の〆ゴをムρ

錫卿二観筍靴ξな・＼・こ蝦隔し．て戸〃…例尺縮
劾スペ・D隔¢卿・エで示舗（込徽ピ銚解）ρ〃観
どすうと。αηe1τ（．入鋭4π二46〃喫：ノz）に変イとする．

三

〇．3

ク．z

クノ

ヌ『砂3　河汐30γρと∠躍　3／P¢ご亡γ1ユイ〃6μ野比乙尺ど・乙

　　　　ムて霜記亡eγ屍π4∠μ　吻〃So4畝泥く！〃4ecメど

　　　　5’妬∠∫4暑ε　ゐ∠μん〃z，

丑

工

皿

π

4勿〃

　　　　　　　　　　　　　’ガ卿

’3ク



Iloノ♂〃ノ。∫吻〃〃〃　〃εμま脈6γe（ノ　3〃ん話ご〃！7〃L〃解∠

　　レγ泥ぎεγ（！ρ疏66＞）

丑＝4ノ∫刎∠oy　層／／o〃∂！ゾζ鼻老r星∠～セ4　3〃！μむ0／2　加ノ〃クノ’∠．

　　耀君e〆（戸”1£5）．鴎で・・．

皿；0ノ♂例∠，酵／》ワク〃ク〃¢κ〃乏乙re昆30乙昆老‘o！・2尺／0労・∠

　　o∫／》別／〃〃304”μノπ4〃48ごン∠5μ仔∠z琵50∠μむ。μぐρ〃∫6・の

π：0ノよ〃1乙．oチ　押／／〃〃〃ハ他μか4どrε4　5〃∠〃二右∂π加ノ〃刀？‘

　　o〆搾／〃0　30〆ごμμ浸宛eoソ∠ノ3女∠ノ諺85’o飯ム。η（、ρノ！ご8の

　今C彦rゾe通　を示す溶液（ρ／イ8．‘　肩と色）にご丁！→α7を加えてい

くと。乃4ごノー5ρεの沈殿かこフ圭戴しCブ、4α藩液の箇下’莫周迦）ま一

部アルカリ姓色に戻る．　このような変イヒをくり送しつフ終末真でぱ

”々はCT！4α一55）βの貼出1こ吸着さ，を突た：灰態で黄変する一　こ0変

イヒ慮次の及応戎で表わすこと．ズパ』でさる。

尺。メso3／〉民　＋　（c紀』）2　へ〆＿〇二略号〔〔＝〕気悔（ンぎ噂　　→

　　　　　　　　　　　　　｛一i
　　　　　　　榊βo証（・脇N一〇：π：○甜ゴ噸α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

尺（：）SO2A～泥＋C尾メイ33〈／（cβ3）3ご．～　　一一」〉

　　　　　　　（尺OSO，ジ（G胴33八1（c月ヨ）3デ＋N艮α

［尺・5硫（蝉○癖○蹴＋c、、目、，頗厩→・『

　　　　　　　　　　晒
　　　　〔R。SG福3画＋（CH謬◇⑩レ

ち2コ．2）　定量法および足量結果

　このような現象に1基づいてεDεを用いて瀧々の名ミ絆の検討を行

った後操作法を作DβPδρノ彪市飯の数雇iのアニオン活柱：剤につい

　　　　　　　　　　　　　　　ぐ／の



て髭回した結果を雇創6「四に示す　対照ヒして漏いた疋ρオ肌法と

濠デー致した：結果を得た。

壕作法二M／釦んκレ妙〃試料溶潅砂んZあ駕ノを正薩にヒリ．

〆1／／〃∂〃〈ノ三水」溶液Z～3漁を加え図／たクハ／昂ρ〃　または：Mヨ40！》一

く／塩α維衝液で溶液の圃を尉Uした後山〃〃ごMα標津液
で辱兆色が’」消え．る；隷まで滴是一する．

乃ψノ・町ρε亡ε陥脈紘飢・チ砺・鷹ε〃4艮ごe一

　　　　　　兇G亡∠ソε　沼2ρπ老ε

　　　　　　（耐凝・zと・勘〃・ごψ∠五〆腱蔽γ乙尾・怖幽・

　　　　　　　cん！oγ・ノ4ε）

河πご〃毎（3β〃と∫泥ぐε一

　　　　　　　　　　　　5〃∠μそ∠1〃／乙
見¢差～》ε乙ヨe冠β

　　　　　　　　　　　　（伽ヨ／〈・c）

ご／2〃㌶「804／ゾ毘　　　　　3〃49

6，z．?R04〈／ノ　　
78鴛

08〃3ク、∫04〃ノ）　　39〃

幽（りノZ娠C6．1海ε∂3翫の4ぷ／〃

　　　　　　　　　　　　の
C／。娠G磁SO。〈艀6鵬4諏ク

翫03SC〃¢00ご8〃、ク　4奴4
　　　　1
　　　　CθC〃OC8〃，7

　沢』）

ωπc・好5勧7た 乃おμe劫。∠

．ψ喚。

（芦ρ即の

3グ09

〃、9《昇9

Z4ク4

／ク（P〃

え、え，4

／3♂3

πecoゾ町γ

　（％）

　タ2、ク∂

　34，／受

37：6ク

3タ46

♂／6え

3ク43

ξ〆卯も〃7e昂謎

耀ダ／ぐC　！絶αンレeワ

（／勃“の

3〃09

〃，ヂ94

∠4㌘

∠クδ〉〃

zλ42

∠3‘3

昂ξ38屍／εζ〃麟εκ∠盆’‘アあレ4μ訪∠εじ。〃ア。〃詔s・

　〔勾

タ8ク〃

343〃

38，ノ〃

3946

よノ8／

3〃・．43

1．2．．2）　条づ牛の検言意

1。2。2．1）　試料溶液の水．素．イズ’ン濃霞の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　（えρ）



　〃々の変琶域永’ρた16・9〈8〃であるから試料溶液の，ρ〃次6．8

よθ酸柱側では♂4：痂ノ6から5一3まのシ必ρ変色を肉羅的に識別せ

細まならぬコ∠にな1滴弔すろこヒ1旧来なし・・また試料溶液の岡

ム’ハ／尺の夜色壕’の闘でば査色の鋭敏度は劣’る、　乃Zか∠θ．▽7πに禾’すゴ

ピくρ〃£0へ勿の面で変色ぱ良好であり満足すべさ結果が得ら

れた．尚試料：溶液の，ρ〃が9‘ク以上でば滴是荊にN尺のアル方リ二

色をがをわし滴是するこ：と｝ξrで遂なし＼σ

彪ム／ε▽7π　だがεc老。∫劫ε！参記r〃7e・z∫∂π6∂ノzご餅”毘む。泥

　　　　　（5即7〆e30∠凝む躍ゴ勉〃〃δ必〃～4曜ピ。／ど∫4～タ老e）

＿ムぬ・
βψ〆ε

註こかえゼψ／～

78ぷ
£／〃

2、蓄ρ

ヌ〃∂

ヌよ〃

9ク〃

　　へ
確er
ム云限暑ρ／z

72．0

8．〃〃

34ク

89〃
タ4∂

96♂

伽夢／ぐご　　”汐／ぐご　　μρc∂γe7／　　〃〃差（3

（認4畷）　（〃4ノ・をdL）　、　　（％）　　匠ノごぎ一ρoごπぎ

3、ご24ク　　　♂・クク4

3∂4プ　　　3〃〃9

、タごク49　　　3、ρ〃タ

ぶ〃4タ　　　3．ζク〃タ

3〃4ク　　　3、62〃9

3〃4タ

／〃〃、8／

ク8ク〃

98ク〃

92．ク〃

タ8・ク〃

％ク渉く：∠64γ

cどe屍γ’

‘∠2足γ

o∠e浅川

蟹雛ん噂
πク己（ゴε4r

1．2．2．2つ　試料ラ容液の三差妾の影響

　本滴是ば活柱・剤のミセル形威能に基づ’くものであみと老えら蝦る

から滴是可能な隈界務葭が有葎するこどが予想される・　そこでSPS

の三三をM／ま〃んκソヌ：〃〃〃　註で変イヒ辻しめ（滴定を行ないその結黒

を陵ゐ∠e灰アに示しだ．　βρδの濃褒汐ぐ矧／‘〃～層／え〃の範囲でぱ

正濤の秘色→黄色（ノ》π一βDS複合体ρ琶調一今N尺のアル方リ

三色）への三色を示し是畢漉も満足すべ訓直を示す訳，図ん〃～

”／％ノでば滴建前戸月を調節する際ゴ》尺のアルがグ性色を示レ

　　　　　　　　　　　　　　α／）



　C閉αで滴凝していくと一旦〃尺一spδ複合体の跳色に疾リ

終毒悪で再び黄酋になるという二段嗜〃変會を示すようになり低じ’

定量値が得ら誹一筆向が認めら遜る、また吻／〃砂以下の譲凌では

離鰍尺のアル加雌色を現わしσ沼αを簾ぞ三三起ら
なし＼。

蹴〃ご灰　石ノノθご色　o∫ご〃e　ご〃πce／産μ亡∠〃泥∂∫溺ε∫∠〉〃んま”o〃

　　　　　ぐ52即／ε30∠躍む〃π；∫0読〃ノη4必¢ご舛’3α好心ε）

〃。∠昆ン。躍ご8μ惹z瓦そ6「〃尼
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L2．2．3）　指示、募ミ量（2）影響

　〃／／〃“〈確水溶液を用いて指示薬量の検討を行つち．試料溶液

／，〃ぎ乙につきクノ∫例∠以下でぱ変色宏’・識’疎しにくく〃・‘例乙以

上でも1終末莫以前に変琶が恕り一般にイ疎い是底値を与える。試料溶

液ノ、ククタこ三1てつ蓋ひ〆～〃，／5一，刎∠（；てん3滴）ム’巖適：である．

L2。2，4）　その他の影簗

　聖母ビルダーとして中柱沈酔中に大量混心するく／既3の慮滴幻直

に影響を反ぼさなし＼。また指示薬どして可能なρ〃色素ばN勘研

にな見当らなカ＼つた。

　　　　　　　　　　　　　　（ええ）



第2節　実験の部
Bj）試料および’試薬

　ア＝才〉活乳剤：実験に用いたSP8ユス下全てのアニオ〉活動剤

は牙一工業騒薬より、供与されたものである．

　N尺二艇轟々社製畠をその猛水にとカ・して〃、〃0／屑水溶液必

しτ用いち．

　Cア／4乙4；　東京化威の製岳を既〃〃一〔長）ユ0よリ函結しだもの

を再び方価の決露な前節のカチオン輪生剤の蓬量法に従い決定し
だ．

　β〆配法：試料溶液／o配をと12c〃α3疋砺～乙艇オ〃γノθγε一

6飯召指示薬4朔∠を棚之．oプ〃えM〈ユτ鳳αで擁邊し。一上層お

よび下層が同一色調になる堂滴定する。別に試：料溶液の代りに蒸冒

水を用いて室試験を行ない補正す，る。

第3節Neu七一しreaを甲し＼るアニオン

　　　　活姓剤の比色定量法

　公毅藷生上の問題から微量のアニオン活柱剤の分前法が瑞に票求

され　主ヒして色素を用いろ心気法が研究さ蘇てさた、すなわち

〃・士爵e刷・凌臥・．る匠4慨・撚ス3’および勿政継μ）

艇ま面一紹齪翻・・赫が？島、…茄∠細法スの砿4・閥
蝕。を用いろ古法ス7）駈。〃暫。を用・・る方法ス％どであゑ著

看は前節において／V尺を用いる滴式法を0べたが、⊃勲は前節L2．

1，1。の及応によって厚尺一アニオン薬疹剤4＞1：ア複合体が生威す

ることによθ可能愚方法であった。この及応で生威するN尺一アニ

オン活ノ腔剤；複合’体な水に難1溶でクロロ水ルムノニ蕨イ七工与レン等4く

に混リ・合わなし＼有機潴：媒に濯物な柱頂をもつ二とを知ったのでく～尺

　　　　　　　　　　　　　　（2の



回し・ても徽量のアニオ〉潮蝉域比薩是量できるのではなし・かど

激．池の方法ヒ比較寸媚的で実験を行ったざ

1・3」）5・蝕雌。・忽μ5・ご継訳50s）の塩弛エチレ〉中で’

　　　　　　o福二作用．　　　　　　　　　　，、．
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SDjS -jVだl日 額 合 路 次 87ZCAydy-ate は =塩 企 工 手 レン洛 液

中 で 琵 aA curve (Ijのス べ ク hLを示 し ス77は バ ーまf304"I l=

ある｡ i/17＼し この C〟トvelI)ば 遭 か に経 賭 委 化 し cLtVVei_LD お寺

till(H')に蛮 化 す乳 す なわ ち 1占C"∠〆 二等吸 取 兵 を東 しっっ, J'Jo
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彊 CLLrVe(E)で 禾 さ九 43∫〃シ仏 に甥 煤 塵 犬 を覇 せるh:√JO -Ply

に お い て lま寿 L ど＼1現収 を 泉き rJi:to また SDSに対 して過剰 の Nj:?
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た め であ る0

㌦3.2〕 定 讐法 お よ さ-毘遷 療 寒

上家 の環 象 か ら 37 0サン払 37吸収 を戚 え はSDS O 比 色是 尊 の可

能 櫨武 子潜 され るヲ そ こで層 々 の 条件 の腐 封 を 行 /SL＼以 下速 べ る凍

作 法 を推 L)絶喪既知 の SDS塩 野 い て FL35 T二乗 す よう な磯 賓線 を

療 た9 二の壌 音 線 を 開 いて 有顛 ヱ雇 の SaSを嵐馨しTkbJeX に
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1㌧す　ご磁鹸ぎ碗ご贈e・∫β〃ぬ駅伽…ン
　　　　5融∠∫説e

　　　　（β。。女訓8pec加餐と・…そ・・眠4躍）
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妬
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μ
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メ

0　　／ク ノ〃 4＿　　一5「ク ク〃
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　また永法において試料溶液を／〃潔∠岡い擢ばクぶグ／フ〃ご瓦／6・砺記

の濃壌のSDSを定憂で；き誤差主／琢以下であろから．他の諸法ど

比べて漉度、精廣ヒ．もに食娼と吉之；る。　洗剤中に楓；搬ビルダーとし

て多く・含なれ1る芒、硝の影響1註金く認3づら・奴ず1　廉イオン汚粧剤．　石

けん辱の混狂もある程蔑以下ならば副審を与えなし＼・他のスル五イ

ト．スルホネ冗ト型アニオン活椌剤・も凋’じ星哲原応を示すごどから

本法の津用は可能であると老之ら奴ろ。

　　　　　　　　　　　　　　（，宅6♪



燥作法：訟料溶測〃・醸衝液／冠．o〃〃川試薬2妃を正確

に共栓試譲管1蝿リ約扮闘飼」まぜをついで二塩イとエチレン

／砲乙を競，Z分両振鑑後翫今離し下層を吻綿詮炉遡，別二

轟斗溶液のかわりに蒸鰍く功・∠を用いて面蜘ご操作しだものを対

照どして卵の・・メに鮒る吸光薮を瀕暖・この値を濃襲箆知罐料

によって得らプ’酸検量線ヒ照会して是坐する．

1．3，3⊃　酔狂の挨討

以下鎌件臓討醗崎配し軌・削り貿一二バρδノ“∠，を
用い、他の系件｝ま定量法にi吟じて行った：、

L3，3．1⊃

原応碑の所ρ影響を調べるため1こノV磁艇，・緩衝液を恥風

ア〃3〃7着で変4とさせて埋骨匿の変イとを調べた．　泌ノエ／．す＿6．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
滅で¢薙を碍肱黙黙でば栖・趨値露る．凶但壮
では〃尺が異った旙造をと：ろために是量すみニピ．はできない。従っ

て反急病の戸〃ばぶ。と重めた

1．3．3．a）　試i薬・量＝ヒ吸光度：ヒノ〉閑桶ミ

　当量関係よげ計算すればク〃〃ゆ層－〈々《1〃z∠，状♂ク〃勉Z、のδ0β

とノ」プの衡係にあるが．試薬量が少なし・場合め複合体の解離に基づ

き低い定量値μ’予想されゐ。そこで駅∂譲産を一花兆しめてその

・鳴海鍍イ越調べた卿吻6で励．
　Sρ3・翻rlこ対して脈／〃ごば・，綻値を得るが試料濃度が

／戯クヴ〃乙の場合碁で考慮して雪辱i量な0．～ク6）1！∀ル尺2ノ？彦．と，迄め

だ．

（zの



F∠36　魚侮ど∠〃！乙加ムソξ¢尾　4ム3ク診毘だぐe．あ羅
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　　　　Coπαoチ1Ze星7θ尼と酬）

εa〃・〆ピ1賀乙辱3助／演ム。チεOS

1、3．3．2）　　δ・0β幽め容量変ーイとヒ吸光産と．の戻1．係

碇量の3’囲を鋪潅の量を厳せしめて巌合体鉢および

二翻と工与レンへの分配牽の影響を調べた・戸与アに見られるごと．

く♂〃τ／刀z∠の試料溶液／裾より8rア澱乙の該料溶．潔／・ク貿乙までは尾

量値に変沈越認められなか．つた。すばわち試’料溶液を／〃尻とφ｛ば一

’〃〃の濃慶のβρノSを是量し得る．

　　　耗汐7　尺2∠ヱと∠o！zかθム》ξe1乙・4か5∂r加ノz884μ

匠　　　　v・／4〃フ20チ∫4〃・〆e3〃∠4ど勲

㌔6’凶一x一｝送一x｝X

ク4

L嗣／　え　　 ろ～　　6　　8　　／ρ　　／ヌー　　／4　　／6　　／8　　鐸ρ　〃∠。

（え2）



1，3，3．3り　紬選鉱両ヒ壕光凄との嵐係

　／V尺一ερε複合体の櫓出時の振蚤時肉ヒ吸光度ヒの肉振を調べそ

伏痔分以上ぐは吸光度は一匙値を示したのて振蛋時齢畝介向ピ
髭めた．

L3。3．4）　その他．の影響

　抽出溶鎌ヒ．して二塩化ユ＝与・レンの他グ白ロ永ルム，弊酸工4ル，

ベンゼLン，　トルエン，　キシレン，　四i膓イと炭素．　イソアミルアルコー

ル，フダノづ跨につ・・て検討したが・こ納二凱エ孔・、グ

！コロホルム．辞酸エチルによく柚出さ蘇た、　しがし酔酸：二与ルでな

退齢澤くケロロ永払で瞭光動妄是し輪・つたので二劇ヒエ

チレンを用いた。反応時の温：震：については／〃OC～3ク。σの南では

褒化・な認められない・　また脱フKに爾いろ税藷編ぱほゾー是量（約

／”2ノフz2）に保つと：良い結果：荻得ら獄た。星色物負の是量時におけ

・る1綬時変イヒぱ檎艶綴少なくとも3蒔面ば変イとが趨められない．

1。3．4）　芙唇物曳の影1響

1．3．4．Dステアリン酸がりウム添加の影響

耗殉 a．8　疋∬eeと。チ　島ま乏∬乙鴨μ灘　3老2混r乏ま8

濠

↑

｛

勿十
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ク6

冬〉悩／x

　　／ガ3　　　　／グ廓　　　／ガ3　　　／グz

c勿。η辱！・ρな∫5ピ峨36e4雌‘eひり
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　ステアリン酸カリウ4添加量が／0曽4層以下では7㍉ρ3に見られる

ごとくその吸光：度に変イヒは認めら惣ないカご，こ瘤以上スチアリ〉酸

がりウムの三二が増大すると吸光度ぱ着加する．≧索なス子アワ〉

巌のがルボキシレイトイオンと／〉尺のアンモニウムイオンと0斑に

弱いなカぐら結1合が磨一在するためと参ゴとら才／ろ．

1、3．・4．2D　7勲ノぞe尺　、多＞8　およ乙バ芒硝添力耳の影響

　五タ，9に示さ粥ろごヒ＜／0咀3γv／w％万ゾee／z夙夕水溶液／’〃ご乙以下

では吸光叢の変イね赫悪めら米なし・が9．コ1以上加えるど吸光慶な増

加寸る．　こズ’U；窒η匿¢π3♂の工今レン亥キシド基とく／尺のアミノ基

の相豆イ乍用による毛のと鍵定・され，る．　また．薯硝の添加は2ρ蝋V％

まてi・全・く1庫薯：｝ゴ認めら厳かかった。

7『6ン．9　圧ヂテα差　4　乃Veξ4δ）・f

享

。71
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／ク寸 @　〃畠タ　　／〃3　　／ρマ　　／ρ一～

Coπぐ々。チ7加∂π3『（％γ疹）

　　　　　第3節　実験の部

eコ）　試料および試薬の調整

　～yR：〃召〆。々社の製畠を蒸留水：にヒかして0ρζク／層水溶液とした：

（3の



　二塩たエチレン：市飯蒋紙岳を蒸留によ・ノ精製し圧ものを帥・だ．

　緩衝漬：押乙〃陵厩緩衝液を用いた。

　SρS：ベンチジン洗ερ疏淘＝より純蜜を確認（勉ズ魏）し

高のを恥た．衡艮ん綱初繍痢して・％ように〃卿〃∠訊
下のερSフ1く溶潅ば放置すゐヒカηフK分解1こよリアルコール，カこ生威し

畷光働ぐ瀕少オるので予めず舛／泌の溶疲を廊順時谷獣心’＝希釈

して用いた．

第4節　両柱活性：剤の分析

・親木柱墓としてかルボキシレート基．スルホン酸基のごヒぎアニ

オン活柱な官能碁ヒニアミノ；纂、アンモニウム；薮のごときがチオ〉活

柱な官能墓お，よびエチレンオキシド基なビ非イオン活駐ぼ良能．墓の

いず漁かZツあるいば3ツを一分5内にもつ丸柱勧禰柱落盤剤と

心尽粛4い他の3種のものにくらべてその柱賓次善常1＝文安あ1る毫の’ぐ

めみに拘らず1　合雪上の向題、実用価．憧の不垂示：さなどがら闇主基

逢れ本邦で熔市級呂な極めてケな《分析法毛そ0報宕をみない．葉

磯にば粉種恥ケなし＼ためにある場合にはκμ鋤∠淘舷リ

そのぬ含量から　あみいば麓び混琵ヒして重量分栃を行し・、凌

圧あみ場令にぱβの含量を・分折すみこと．により純農を調べてい；るの

が現状である．　これ等活粧剤はその液湛によ1）方ラー才ン着牲剤，あ
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着か j･-COO-基 ヒ京 毒 して 複 合 体 を 撞 球 す る p〃 色 泰 を箆出し膚
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オ ン清 蛙剤 の倉胎 宏 の盛 岡 を検 討 しT=｡ (A)佑 SteAryli見L" Lneの

〟 且 壊 せ 高 し､グ ラ フ L臭 を席 つ 革 項 で 常 澄 で 富 木 に 帝 Aピ溶 けす､召0

あ､よ びLNjil∠D輝 喜作 河 を親 べ 為に垂 ら な か､っ た. (5) おi α (C)

はそ れ ぞ れ M 0 L溜 盈 棒 博 を も ち 考 の 水 溶 液 状 啓 の ス ペ ク ト)L蕗各 々
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オン活柱・剤の場合程鋭敏で信ぢ匙N3泥〃zρ∠8（β）（ぐ）‘ともに指煮薬ピ

してはβρβ水1最もよく　アゾズル木ン酸系の色素隣誤差が大きい

4覆面疾号認められた。葦寺にご尺は（6）の滴是にぱ不銃敏て・屠脈ろこヒニ

左髄できなt＼。

1．4，3．3ヒ）　試う料溶液の穰褒の影響

　指示莱どしてθρβを締・た場合の膿度変イ切達量櫨に及ぼ言影

1警をしらべたのが7λ6／6洒アで！》7／≠〃汐差1定量でさるが、＝粥以下

では定量値猷低くなり吻〃〃で筒適是前にその酸姓琶を現わし．

」是量できない。　きた（6）についてぱ！冒／‘〃∂　以下で’｝さ髭量できない。
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　34溜ρ～8（β）な二級のアミノ基を3面もっており全翻めアミノ基

が∫丁βと反誌甘るとず和ま』3モルの群∂と結合言ゐ筈である。

そこでこの莫姻らかに謁肋1・た3・の辞βによ硅量法．
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嶺合体 br濁 られ･ また /oク323 の S TBソ ピg♂ 複 合線を 分解 する

ニ ヒ｣ニよリ r/･Ll卵 の S Tβに禰 考 せ る丸 ウ顧 客 海老 され た ｡

今 TegDヒ ST Bヒ bI/:/のモ )L比で鰭 合 す る と首ILl宜 /♂0 "73

中に 〟gLア例3の STBb:含 まれ る 二 ヒ にrdtL)ほ ほ､一致 して し＼乳

FLLg･// ConddCtoPPetrJ Of Teタ ク WLlt4 M/,9♂
､ ･ :r･/.､′● r J ~:･

ii
E
Z
'

′
･
/
./

/i?

→jV4ccScd∠ujW損 - p/7enylbordte

UTLV,l



また T'e30の絶 轟が ,CO易で か つ / : /で積 金 す る Y-す 叔 ば､LH/'cD

の Te30 2cmt･よ [) I/Z･2珊8 の ST8-Te ぎ0夜 烏 体 か滅 象 す る 虐

ず で ある AL､ 臭贋 Lこぼ 40･2ク719で あ 1) = d)吐 i/C･え/",Z･ス -013{7

す なわ ち jJ･70/olと母 り欝ぼ 滴足 底 (3 4 -3Jlyg)ピー 致 せる.

寺f= TegCを STBで 督 導 豪 商 盈 す る kF毎 //I:男 られ るゴ ビく

占･ヱ 77LL(Jf.ズ %) の臭 t=ワ ニ ソク を もつ･ 以 上 の事実や､ら Tc･gク

の 3膚 4)ア ミ ノ基 の内 7個 が STBヒ感 合 す狛 ;i Te5両岩波 覆 せ る

二と色度窺 した.

寓 4節 棄 顔 の部

D.り 韓 料 およ 0鉄 琴

言盈PIPZJ2(Ajは 花 王 石 け ん よ ()tB)(Cjは三洋 藷 潜 よ E)顔 与 され たま

の を 野い r=.

pH登索J STと‖ま轟 一 騎 と同 - の も の を 珂 し＼. ¥ の か 瀧 "1決 定

毛 第 - 蔀 に 準 じ て 行 っ た｡

0.2〕 電 導 餐滴 定 は 島 津 敵 襲 愛 尊 卑 車 見 簾 蜜 を 衝 い て 膏 志 で 行 っ たQ

D･3〕 Te80の STBを問 し＼る牽尊 命新
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で乾 煉 著 者 を劃定 す るb
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夜 食 ノ格 を 和 え ず､に 同- の壌席 を行 う.
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第2章 イオン性言性別の滴定機構

蔚鼓 したイオ >塵清睦刺 の p〟 色 素 左裾 示薬 とする滴定 ま は FLg

/ lj=泉 す ご＼と く活ノ蛙靭 水 溶 液 に友 対 電 荷 をも つ pH 庵 泉 轟 を 餌 え

し溶液Ⅰ〕二の溶液Iの pH TEガ チ オ ン 請櫨 劇 ′ 帝催 謡瞳 剤の場合

は轟 承 栗 の pH 衷 骨 塊 よ l)顧 慮 剤 に ア ニ オ ン清娃刺 の場 合 は ア 心

ガ り娃劇 に弼拳 (溶液且) L,各 々 の清 姓剤 ヒ 良着 して 頁 食 塊 範 を搾

る鼓 索 で薮愛 東 まで海産 す る方 法 であ為｡
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勃堅調即願遡・、のある飯・蚊硝各々の．／・グ鯨畷
芭域を趣「琵なほ♪／掩素一活計一陣体画測ヒされた雌の

スペクトルを蝕しρ〃蛮・量を示さず1淀殿試薬を加えてこの可溶花

系を磁魅する＝とによ1）拾めて変琶を起⊃寸≧ピを利用した方法と

し・らニヒが℃きる。しかし脚柱袖のこ籾εより更に4腺・濠葭におし・

てば・溶脚力＼幡灘とする際力獄〉活イ劉の場合な沸色豪
の酸墨色を，アニオン活控剤ではアルカリ柱色を髪：し．　商蓬．の途中

において夕露、一活柱擁覆合体の乱言丙どなり　1終1華甲で湧ぴ酸性又は

アルがリ駐壱を呈する巳いう二階階の異鴬な変一色を示し　更に濃度：

ズズひくくなるヒ最卑溶液∬とした｝痔塚1する酸性またはアルカり性色

は滴定：潅左加之て毛肇化しなし㌔　このような1変色の：野晒力ぐ酒戦剤の

ミゼルコ切ハド乙いう’柱禽に墓つくヒいうこと慮このような現象が

活裡剤特有のものであるぐこと汐・らも当然老之鋤勿ぐ動・明瑠こ

す・るために主ヒし《（二図C就知の方乎オン活往禰を爵いて美験を行

ない検言穿した。

2・D〆色素油球複合捧の甲唄
　活柱剤と哲素との編互作用について1翫活控剤が撫鋤剤として

多〈用いら44ている≧と．　ある種の色薫か・CMεで変・済す；うこヒを

利用したこ層この測建法が’見菰：Σ蝦たこと等から．　かなり4）、研巽ガ

ある、6〃r碗3。擁沸“S3の側腹凱ピナシアノ＿、がアニわ活

翻溶液較宅鷹を境ヒして変色すろ・ヒを見凱．この後押泣

塩化ピナ’シアノールの会場平衡（牽量順奉二量俸）がシセ：ル形成

により／ワ疎魏er側へずズ揚るためであるヒしてし・る．本邦におし・て

も／勧04御z∠犀6ξ1二よるヌ賀ヲ／）らの・別学があみ、　慧た近藤3ス）はエ

オシンを恥て力手工〉雪柱剤ヒの相互イ欄をしらべご”6を境と

する蛍光。消長篭工・才シ》二々千才〉活柱剤複合体参シゼル形威に

よη解離して遊離の色素イズンを作るためであるヒしている。もし

近藤らの畜うように遊離の豊業イズ）・ガ崔威ずる乞悶えれば　奉法

のこどく戸〃哲素を用いた場合当然　習の蛮3Llてより褒門司㌧起る綾

　　　　　　　　　　　　　　＠え）
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し＼武､な い ニ ヒ か ら頃 合 終 車 の魯 素 部 分 の共 鳴 贋 造 に あ ま u 大 き rJ 変

化 は 希 え に く L＼｡ 清鹿剰 ヒpH色 素 の 複 谷線 が l: / C) モ ル 比 てそ

h tjJれ結 各 L,r-_もの で あ る こ klは虜 合 体 の元 素 各節 樋 か ら弼 ら g＼に
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勤領して四獣衝液とこ配凸凹瀦瀬滅魚・てρ1絶素の》紙
璽気泳勤を紆っだ。すなわち無磁蔽二塁中で短当然酸椌董三三鰭離

k陽極へ霧押し，塩墓門三等は陰門へ動くと考えら帽オン墨画
秩麹溶液寧ではきゼルのご盆脇ε．1二よつで動くピ老之られろ．勘享
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2．4）　　活柱商1濃度ヒニ変色と．の渓葺嘱系

　上述．の事肇から本滴建訴訟’．色素一活柱飼複合体のイ才ンミゼルへ

の可溶イヒに墓因すること次コ覇らかになったボ，　二の考之古はC月σ

の翼なる一逢の活姓剤の滴定張罧を菜める二しにより裏ヴけること
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ができ乞　すなわちアルキル鎖の異る河鋲ン∠か訪ぞ抽γ∠溜〃乙躍絢z

わπ〃〃瓦4簗．　！π極ノ4ガ〃陀昂γど加姥γ∠4〃r〃手疵μ〃zわよ〃〃ζ羅ぞ1＝たいして

仰6レ　∫丁βを曙いろ滴症法を行ねい滴建．限界を求めたゼ

　この痴係をア砂∠4に示した。縦軸ねモルi綴凌の剣数イ直を横軸はア

ルキル炭票数をピつてある．　裳線憩電滋蜜注によゐC層C33）　恵線

は溶漉耳の菰態で月0の砂柱鳴鐘示さす終赤浜において後・類する鑑

羅を示す蕩霞（假にルρr・・e3鈍呼ム⇔，破線ぱ踏細の状態で酸

柱重を現わし，海象の途中で複合体の色調に疾り終紅蓮で勇び誕駿柱

量を環わ言過程を示す叢薄く椴にβア勘…銘呼ム⇔を示してい黒

いす彫れの場’合もこ層Cより低じ・値で・（：哲己と平行な蓬蓬．ガ認められ

る・βアμご8∬ば翼翼な蛮書である択，ズくに難溶ノ睦の色素ズご配

以下の活往剤派溶液中で着色オろことな柴験質実として知ら鍛．そ

の解釈層ヒ：して「〈プ艮乙β庭〃zらのノ1＼型ミセ：）しの生飯あろいは難船賦物

．宮参入ったためにミゼル形成駅促進さ哲たためむあみ寒しいわれて

し＼る。着壱は厚0とカチ才ン溺挫袖の滴是の際．愛知壷を碗わした

溶潅■にベンゼン1ヘヌ：繭5、あるいは活駐鯛一8τβ複合捧の沈殿

を加える⊃ピによ0色素活愚母複合体の色調にもどろという事家か

らオく．に難戦柱の沈殿王こ活柱剤分吾択吸着され、　≧の吸誉された潜駅

戸分5一に一色素次厭着・されてミ《）し類似の菰態乙なり裏毘ノヒされ為も

の乙考えた・この老えカな風足剤ピしてんzこ訂4，あるいなぬα。

を用いた場合・三選褒迄滴定次，行えないニピ，　あるい1ま疲・色が不鋭敏

なことヒ符合し、　茨嚴の柱項どして水に難懸緒であろヒ等時に

∠どP・施∠ご16賊猶がより＝確の賜を起し帽いど老之ら饗臓

2．5）風木蕉における色察競殿への吸差　　　　　＼
　終未累における琶素は活粧棚一デ聖澱剤旗，告体の沈殿｛こ廠着さ素そ

状態辱蛮乏してし＼ゐボ、、コれは一部慈涜：巌｝こ‡臨き込葦メ疋ゐ1こしても

火部分）ま詑殿に．吸着した外書剤に級着すろという吸着指：示1楽の老え

方で夜いように思わくれな。輌故ならば活椎蟹を頚刻の涜殿鯛で詫：全

　　　　　　　　　　　　　　（4砂



に麗殿せしめこの沈殿を炉別したもの腰に汐過した涜殿紹硫

して鰭し朧殿剤を切去つた初ヒさ賛購披鯨の職創
寡ろからである、
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以助考聚から4’β両ル〃・・囎1・つ・・て辱・5に示すごど

狂デル鰭えた・著す幽 ｻ耽…で1押漉扁の比く鱗
一活ノ性剤複自魯は活柱剤の親油姓基部分に再溶3しさ伽ンこの三ゼル

1ま濡柱剤そノマーどミゼル平衡にあθ各々のミヒノしな全林として㊦

またはθの萄電齢つた脚二尻0バ冠互蔽擾しあってミゼル肉

鋤留鯨鵬㊥醗色品国まアル捌馳を麹・鋭艦
く是是に落をでろ探’、瀧、殿剤の添加と．巳もに乎衡は毛／’マー側｝＝す

煮盛にはβ図のこどさ状態に変イとすろノグ．　この変イヒが達綻的である

ために一三一的に酸粧琶‘を現わ甘こど宏あ’クて・も振盛する＝払に凌リ

ー色二一汚性剤複合体の琶に戻ろ．　レかし1終禾莫では最早このようね

ミセルも勧得なく靭酬哲素活粧輪結合が齢て酬ゑ素
ば本来のρ厚蛮毯猛し兆巖に吸着する・一方βゾ縦εε3でば

落柱二分5一が少なくノブ・4e∠4のごときミセルはでさず　戸〃老素

ぱ変誼する測，　沈殿剤を加えると〆▽〃乙どご乙βのご’ヒ：く生叡する活性

鯛一沈澱剤覆台体1二活姓剤分留がその虎ア叩んん6な駐貨から吸着

しこ烈にρ〃琶素駅縮合して安是イとする・レかし終回莫で購・肺］

が沈巖奔Pご｛結合オろためにバーμグピ33｝∠同様、ρβ変色を起すピ

考えられる．

巳1う　2〃色素一二粧剤複合体の上灘

　アμ色素〃飽和旧藩1液に濃厚な活性剤水溶液を加え生威すiう沈殿

を矛別・，6厚36∠一ごオ）20よ’）雨緒轟，丁βノごR，は麗凝があまσ

田頭しな西＼つちのでC〃Cご3　柚出後，　Cμ66ノ蟹を留去し章乞：燥して’

《旋）20一αプα3よリ再結，下β．μ結晶北壮ず：

（ま。、）
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第3章非イオン活劇剤の分点

第1第　非イオン活性剤中のエチレンオキシド

　　　　　量の測定

　親外翼ヒして工勃・耕シド基（正。甚）齢万・型非イオ

〉測生翻躯艇高級アルコーノレ，アルキル御づレ高下講酸
エステル・糖なビにエチム〉オキシト㌧グスを攻さ込孜壷合して作ら

れうため印重創林砺…尼分布をもつ混合物駐てしが得ら

拡㊤酵）36）鮪柱抄い・こ蒔力・ら材畷融酬耽し
て柴の発展か遅蘇てし・ゐが実彫む～＝．ばそのΣ0董合葭励耽るこ

ヒによ’り親油墨基博同一であっても翼ろ三面活姓をもつ拠含物加得

励るこビ・卸動体鴫野・砿合物σ瞭・・園鋒趣の
源ぜるごヒによ嘆っ黙しβをもつ溶融堺ら樋比。三門
幽乏しじ・こ晦弼各方面に脚下さ救いろ．これら三三プン

醗剤紛半群あたってはその笹野ヒ卸重合度ヒ、・クニ。の閥

懸ガある一　一下には窺合子な吹込み重合の際の重量増1∫貼＼らその平

ナ腫合齢下められているグ丁合藍下知の場合に1謎調傭馳

嫌・て髄する顕を類す剛胆3グ）、物，曝液を銘御
一煽加餐て’龍顔まで惰財孫泥既旅。魂32）描び効縮下
切弼分掘析を吟歩法・・）など脚鰍て、．る．

　う纏を求める是等法としては印磁が金鞠ズンヒ和、

可離の錯銚制．こ礁塩がヘテロ絢酸．STβ翫，猷不
溶肋液殿測る・とを旧し紡法御栃切コダ場スデ
〉酸を恥る3晦∠絃・筋法奴’二三グステン酸を恥ろ
〃〃どrルぐ3ぎ。κの方法43♪ネ才寸らの方法4の　δ丁βを用いる

ノ厩砺激ビ賄る・3・左〃好・∠面齪・シア蹴祠桐
株に粕・不溶姓の漁を作る二にを牽出し一病一雨の加シアンた

加をヨード法で齪謁弦4残報凱てい急比盤、乙して｝ま
木ク1肪キシエヂレンが巌粉アミロースヒ錯塩を作るこピ鯉瑚して

　　　　　　　　　　　　　　（‘え）
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σ）2擢∠・∂∫層〃〃〃oCκ～乏だ♂8弼∠．oチ〃0（，ρ〃；よの

①）　　　　　〃　　　・　　　　　　　　　（ρ厚；z．2）

（班）£〃～乙。チ凹／／〃〃∂c尺乏／乙4》〃乙of形／・〃〈～ρ4〃3ρ∠紀∠、・〃ノ2

　　（ρ〃：2．3）

　種・マ　の　～ワ！ブ　色素　ヒ・ゴ質イ．オ　ン　、4生．活ノ｝些養リ　ヒの害巨互イ乍用　を　イ　オー　ン’注ヲ喬二

巴場合ヒ同じく旧規翻吸収スペグDしヒ酬嬢脚・桐る態段
ク＼ら予言札焦その結果戸り・6に示すご’とく疎編引禰を特

つことか：’1唄らカ＼になった．

　ε眉《溶液はその鍛柱側（ρ〃烹8）およ乙げル刀リ紐側（酬・53）

の液柱ぐ各々乙卿照五およびエを示し，吸収極大はそれぞれ卸〃

の弊・∫””・％く．茄にある・3〃〃雛のλア7協之はこ尺の五：量体1こ基ゲ〈

もので二塁体ではλフノ観z　は49ク，労，μκある辱）罪イナ〉活性剤中

て“の。尺のスペクトルはご螺vピ皿で示され酬マ孟以上では
ざフ5『ノη／、死にλ麗見xをもち」籔イヒバりウ八を加え．てもス〈ミクトルは変オヒ

しねい，　しかし、ρ／ブ7は／ゾ下に賀るヒテ徐々にご深～の酸」匿色を示し．

1昭Z3でな完全にλフノ観×ノ急タク〃〃zμにうクる、　このま〃尻ノ勉が

う幻効μへのシフトな非イか源腔麹の潔震に三三し瓦『プ71・示

寄こどくハ／躍／ρ々επ〃∠石∂砂尻∠．耐加物（八ノ／㍗〃）およびノ〉〃～▽ム

戸御∠ε・7クモ・咽加物（岬Z・）ではZ痘グ㌔レ縮で・、

／》0～穿∠ノ励e／～0乏麺クノ”乏ル衡加物（〈～P30郎〃〃仰∠1功ρπ諺4クモル

陶三二4・）でば2×／グ4モル綴碍〃・ゆ→8・島絶への
シフト疾伽見らこれろ．

　この蕪≡イオン門柱剤の潔褒すなわち／ρ一4程凌ノ泣ノケく乞ち〃／4eγ’

ヒレて剃ら鋼 ^鮮材ン活劇飢配’3）・致初洋
こで5返・ぜ認〃～皿を用いる「溶4ヒ法により（2図Cを求めんピしたム・．

騒纏な画溶イ七莫を得るこヒができなカ・つた、

　一労箸看ヒほぼ同時，、林鐘）は硬。。〃ヒご初回搾濡しら

べ・やはウ長波長側へのシフトを認めるヒ：ヒもに、7「醐eごノz2〃力濃

彦を敵させ腸合等臓妻鵡在を認め。尺ヒ御趨り能是
　　　　　　　　　　　　　　（諏）



斤3／7ズξ∠誕～〃尼鈍翻e8／2ぎ〃e乙尻躍。〃4㊧3好ご尺

　　　認／z4τセご躍ごαか認んクノZo1ど舵π〃πど〃zど。330∠復ぎピク花

蛎　1
　　　　　　　

勺〃31．＿＿ギノ臆＝二：＝旗一一・オ蹴一塁一
き　「『『闇。…㎜…伊

　　　；

ξ“4

贈　　　｝

需　　1

　　　i

　　　ト　一一一一牽一　　・　峯…「　・．．．・　｛・　．．．　号　　　　　極

　　／　　　ス，　　。タ　　　4　　　．ダ

ー→εク泥ぐごπオ耀右〃／乙ク／だ〃π∠0・匹ごβ　‘Xμプつ

　　一　　　く／ρノ〃認紀～八～ρ．ぞ〃

　　一・．一一　バ／ρ．タク認／z〆　〈／ρ4〃

　　（：尺丁／〃ご∠．クチ／〃『4みブ’（り尺距∠7乙．

∂糎合体の生戎する二乞を予：想して、＼る。　そして．傘イオン活繧剤中

で三尺は』潔ミノ隆にしてもコ〉ゴ’一レッド酸に蛮イ七レに，く＼＼率テ美か歩

八1縫z基ヒ．工一テ乃酸素ヒの；相互作田をそ想してい・る。こ襯ら1ゴ蓋看

ら　η行く7たβピπz・戸4rρκ〆∠44βあよびく1尺ガヤはり非イオ〉活桂

剤と相互作屠をもつ辛実とも符合すゐ。綴藤弾）らは毛鷺分赫の紡累

からく／佐織よ1ノさしろベンゼン核をもつ共就：二裏詩合系訳親和力を

もつヒいう推建iをしている次．　・分各内の全ての祐翌z墓荻結合するヒ

いう確に礪鋤るようノ・思燃る．一方刺ド6）励勧よう
に二’れら率、溶・等色秦が1輩にミゼルタトとウ・郡に入りその春思劾累、1二よ

　　　　　　　　　　　　　　．（5ぷ）



ソスペクトルが変イとすると毒えれば、他のρ厚倉難も（り震ヒ同：様の

ヌ・！ぐクトル’変化を示：し液柱をガ＼えてもス！マクトル蛋イヒを禾さないぱ

蜜であるが、ノ、マ0の場合でも液柱を醸柱にがえろヒ1v1∂の鯵雪色を

柔し0戻ヒな明らがに昊つた挙動を禾す。こ教らのこヒがらご尺ぱ

ヨ仁イわ活柱刺ヒ副。・一…oのこピさ結合をもちミ4ル外ヒう瓠に

入り盛期北するものと考えら煮る．　W6び差zsごん虹♂ま　な二名ウ奪イ

：オン汚陛剤のエーテル結台の毒素｝ま〃λ〃z灰μイとし金属ヒ配航結合を

：もつヒ名ってい；るρ　　　　　　　　日ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　の偏融“融す貌す和詑酬。・久碗ど切カチわ灘靴
同じ’く澱に対して婆是イしするこヒが予想される．きく今非三イオン活

写剤水溶漉に那／／〃〃乙尺4く溶液Z滴およがム／／～アβa．α2ラ容澱Zワ紀

を加恕　この液を塩鹸でρ〃3巳した痴珂／／ρ03丁β溶液で滴是を

仔なうヒ非イ冷飯姓剤一夙Z＿3下βの沈巌プKt些1羨し5’丁βの添加量

ρ虐加ヒ共1二終：木々で減消泡現象ヒヒもκ乙疋は沈殿i＝吸着・されて

：挑琶がら青案董1二聴色する・　この遍程1ておいてβ況δ∠2を加えずに

行うと濾巌は生威せす3≠β／λ・Z滴で・脈は変色し、3τβと

澱α。o混合落液を滴炭淑ヒレた盛合も。尺は終末曳以輸に喜色

してラ箇是｝まできない。　すなのち波殿生成を；喰わない霧合本満身は・行

考フ　こニ　ンニ　淑’で’；奎Σ　な　し＼．

こ3、1．2）　測是法およびi麹羨緒果

　上述の現象に墓グき以下ρべる奈1件の検討髪行なし＼童蒙法を作り

三ρ重合衷の異あ〃∂刀γ炉加・砂∠∠釦冷∠zzご〃妙zεo誘導体’二適

窮して続3／8’に示すごピき結果蒙碍た．

．π∠9／8に見ら忽るよう’二3丁β消費〃記数ヒた。基の毛ル数の尚

にぱ擁油性墓と潮係なくぼブ直線関係が認めら黙る。　すなわち／‘ク

ー例∠．〈ソ）、な『／／、クとク〃〃ρ／〃ヒ／、7〃己乙　｛2、〃／〃sγβ　とヌズ及応ずるこヒに

なゑ・当蚤閥係に換箕寸るヒθモルの廷。基ヒ1モルのyTβが

結合す’うこヒになろ・奮合姦3・以下の〃〃πyらρ他＠ム∠忽γソ復匹

ご〃6〃乙　π0附加物’1コ釈に溶けにくいため1二本滴髪でば測是で毒な

　　　　　　　　　　　　　　（訪）
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第2節　非イニ才〉活性剤一Bλ一ラトラフェニル

　　　　ホウ素複合体の．組，成

　EO謝仁イオン活柱鋼駅髭ψ謬在で種々のヘテロ細酸ヒ及応

して崖成する複合体の緬鼓に囲しては匠。基z試集ヒの翻ニイ騰量

論的な結合はしなし＼ヒさ：れ，二丁剤の縄畠も得ら教ないために谷活

齢切回諺副〆配んrをネめ，定量三三紡法力毘ら奴
きだ・　しがし3船岳髭～（丑　は丑よ1シア花カリと非イオ〉渚柱叡中の

匠。基との向にはほプ后6のモノし比で結合することを報告し46）

著義等の前章で桿た結果ヒ：三一であることを認めたので，蕨鍛中の

縄鐡を晒励・にし前章の漁定法の窟量法への応爾鹸計した。そこ

醜ずω分点もつてし吻昭瀕砧室鯵勅E雌を晦局
面∫鱒・・る方ボ♪で趨ゼ引・で翫αスヒST8鋪・・て

重量法により結合した髭と5丁βを求め．舵に砺法燭にした

かごつて）宏殿の分解を行なし＼β4は硫鹸ノミ’リウムと，して二ε丁β〕1まホ渉

融ヒして定量レ　この組成を求めるこ：とヒした。

3・2」⊃／％r鯉滋による五〇馬屋の測定

　圧0誘導体に々ヱを七戸させるヒ下記の反応に，従って甜3ξH2工

とClL12二Cβz久’生成する．
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　緒果を兀えか∠6X巫に示：す．　π芝かどθノこ見ら：れろごヒく未端｝アセチル

イヒ法によつ・（得た桓ヒよし＼一致が『見られた、

ぐ6の
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3。2・3）乖イオ〉濡娃剤一β成一3τβ　複合捧の重量法

　漸髪結果がら葺0墓と3τ釧認ジ6；〆の匂レ比で結叙てい

ろごヒ：’〃夢ご∠λ・分解法でβ詑と∫丁βが▽」えのモル比で勘合し

ているこヒカ＼ら　5庭Jsr8＝石ご〉基と二の｝司に1；まン食　；／」6し＼ら渓」
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第4章　イオン性下姓剤一非イオン性
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β躍ノz4ρ〃多潔33滋μの解折によクてアルキル鎖暑の決是法を検討

した。

第1節 側uγo孤。型非イオン活牲剤の爺外

葉月文1こ。吏ノる組成8ヒの決定

　月雄〃πビご製界面三牲制ね織工，柔．魯ゼの他種々の力面に別用さ

れてし＼ろボ’．本活陛制は非イオ〉活．柱剤の一種で！下詫ρごピさ亮∂一

ρ｝坤／∠ε〃6・雇4θごρo）鋤ンどθπθ・x～ど8（だ。）・）尻κ左ρ吟㌍r

　　　　　　　　　　　　　（δ2）



であり．　中心のρ0基の童合したものが親油柱墓、　両側にのびた毎0

鎖が親1永、牲．墓に相当言る。

　　　　　　　　　　　　『月・
　　〃ωひノ・Cβ2）駿（0昭2C月）御・（0ごθ。酬z）％0厚ρ∠卿π♂・

〃ぐ0ご片2εβ）〃フて0月

　　　　’
　　　ご月3

ノ》ζo酬zごθ2）ηし0月

刷γ脚PγごGノ～eフ∠メごρ∠（ρ解）

＆∠／・とん／／eηε〆〆ω∠（ρξ（の

　そ嶽i致にこの両L者の組叡比が’こ：の種の活注却1の性貨をきめる重票

な囲5であるガ．　酸ノとして生威する酢’鹸あ’よび回忌イと鎌薫を測下せ

ゐκ虎z3∂擁痴γ’の方法6のが夏ら奴うに3一さ』なし＼．また一般に慧合

叡麟の璽量：贈加お’よび末端。月墓のアゼーチル4と．法による分チ量ラ測：是

ヒいう二つの方法が乙ら討てL＼ろのガ現状であろ．　しかし前看の右

徳山生塵看の汐ダどリ得る方法であり　後壱の方法・も親油’住基であ

；るρ0重合／体の分子量が’禾」矯ク）場含血涙すろこヒ．ができない，　そこ

で著看信この化合物のご8遜，ご虚基に古義し赫畷収スペ外）レ
を爾冗＼ジCH　3．ジご日2の谷々え・9ク5『仰rノ．ヌ」＞70ご〃t一〆の二つの吸収帯

二をκεγク～乏ノ24：　1乙して組頭比を決話す’る方法を検討した・

5Jj）検量線の柞…成

　匿え3に岩塩魚鋤ρ傭・雇・型勇セ材〉甜剤φスペク、Dレ
を示す・　図～二心ら遣るごヒく、ρ∠妙。πビ‘型非イオン活性刺協ヌフクぶ

⑰げ、ズ〃6醐ツに呑々ソご侮．レご〃。の吸収を示し匠。鎭の増

大にヒもなって相対的に。掃3墓の畷攻は淑’・レし．ごθ2基の坂収ぱ増

大方る．ρρ昂　ρξξにっし・で偉前香でβc胎墓，c虚墓なぼブ霧

むい大遂さの瞭奴を示し後看ではω3基の畷淑渋数瑚クぶ例→附近

では：わす・かに畷収が’昆ら敢ノるにすぎな・ひこと。　ヌーお理論・角にも・

Cβ轟と碗麹凝の撰造力協¢〃此ρ伽騨少なし・庭えら焔こ

ヒなどから，唾壷の得られなひ配姓。尼δご型非イオン活柱剤を

∫オ2～z4～レー。！と：言みことを避けρρ（テ、ρ左（テ混合系、を点いて以下の

　　　　　　　　　　　　　　（8り
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5コ．2）　分5ロ及光係数を用いる：二叙分系、のξ量法の適購

　ついで今手吸光孫i数を用いる二戴分系び足量法に灘じ（匠0モル

弩を求めるヒ、下記のゴとく（工）式が得ら数二十に各々の分5吸彪

係数の測是値を尺入すれば（訂）式を得る．　すな；わち

　　　ε汚ε2εlz砂〃伽r㌧ど9砺。一’κお勃を。単量体の。α4中の分子吸光回数

　　6，紀ε∫．　　　“　　　　po

　　・ク〆；実験部武く〉○よリ碍られろ匠0附加乏ル教

　　魂：　Po耐加モル数

　　又：ノク∂，冠eα4中のρε仔のシ数

　　轡：　　〃　　　戸ρ《ヲ　”

とすれば’ Aん、，42な次武であらわ言二：とが’でさる．

　　　　ん《翫・＋ε，％の・2鯵浅ξ）〕

　　　　ん・（ε！・・＋ゆ）’簾）／

上式よ。

　　　εダん一ε戸ん　　㌍（テ（丹の
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N式にんあ・よびん敏入して翼海＋〆をん幽。に対して茅ロット

鋤ば秘忽・贈・σ）蠣ム〆’ん』に対しぴ・ッ圃柵，

吻好・贈εωを得る砺24・惑の二・の鉛・eの剛二はそ藪
ぞれ　　よい一致ヵぐ＝毘ら才z．　先の検量線の妥当・性力ご一三梼さ；れろ．

5エ3）市販の肋伽・型活二三切砺ん〃・を吻忽研・e卸・販
葛して得た死／％ナフ乙　0値（ρ∠κrク沈εε型湯柱潮の場合槻’二欠とな’る）

湾ノ！42を1▽裁イ£入して・醇たr冗／硯ナ〃宅の値，および塵，・量、増加より得ら

勲た擁重を7夏列8X∠1｝ご禾した．　三看1まほデ‘士‘％あ』範駅で一致して

t＼ろ．

隊珍∠εXム1　ク産εγ〃zθz認ムし。泥イ層ρ彪〆　ρεκ¢解加グε

　　　　　　クfεo玩ノ『∠配〆。刀～ぞ3

6〃～ρ以庭s　ご泥乙αビ泥琵‘∠

戸6／

月6え

戸64

メ162

βク〃

βクえ”

βク4〃

β久夘

彦ク潟、

／3

34

4ク

84

／3

ヌナ

4ク

5『8

8（デ

　　ノv7ク傷ポ

かγ認∠始｝混〃。μoμγソε1

　　　　　〆又

　　　　　36

　　　　　ず2

　　　　　9〃

　　　　　／〆

　　　　　又ぷ

　　　　　46

　　　　　ぷク

　　　　　86

，ρ2rご♂π老屍多ε冴βo

汐γe『乱泥ぎ・：躍‘四）

　　　／／

　　　ゾ8

　　　ず£

　　　δ）、夕

／〃

2ぷ

49
ぷク

ク6

　本法によればρρ重合・体6》分与量駅異る場合でもまた未知の場合

で・も洲是で・きる利莫諺ズある。　・また断；猛イ仁裁素、溶液の濃表力ぐ凶ま％土

〃，／∫一ラ多　の箪と囲でたも三下イ直’二変写七甘晃ら糸ない・

　操．作法：謬：料の／‘％ごα4　i容液を祥：0　予めご‘乙4の・教でク！記ηぺ

をとクた（瀦♂を屠い．んあ・よび月2を棄め⊃数よ・i♪∠解ん掬ヌ・を求

　　　　　　　　　　　　　　（93）



あ・る・　’ん42を武群に在入すみか予め五〇モル霧証知のρ∠妙ρ冠。

型灘剤か分彊飾φρε8．ρ府を恥てイ械し顧量緬こ
ん承応。を照合して求める．

5∴4）検量隷の直線牲：

　戸タ器のαげだ工πが直線姓をもつこど言し・かえ恋ば『砺Aノん

と石0モル勧勘適線柱承’縛られみこピにつ、・ては髪性鯉。ば、

次のこヒく考えら締一す肋ち融剋式譲形しん免および
ゐ鋼　砺に図して翫・∠卿舵展開て得ら才珍展開試Wおよ

びπにおし・て字ム’〃一／の励直線牲観ればよい．

　今1▽－式において

　　　出品擁）二齢　んん一2：と置けば

　　　　　よ、f－一‘え
　　　髪二4クz†。……’曹…一一一一一一一…一…・（の

　　　ズー壽三二≒壽ナク9吻》8ダー…一一一（w）

　　　晦α知砺ぐ§望易）≒鞠壽＋／〃匂＋瑠塑・…〈剛

　会（⑳岬）幻・おし・て二次噴までヒリ．急捲、王、値を緬ると幅

では宴＝一〃・5才．　Vπ武でぱ理＝一／，4：、ぐである．　すなわちん／々の

場合瞳ノ埴～・近・・軸畿和ッ尉る・とに切、場・爆の

場細口・鋳に比し嘱・噸〃・弦い財，ずなわちある磯直
耀を靴た莫を加糊して・・うものと教られる。

第5章実験の部
K・D光研Pδ一3・厘禾・扮光々度言＋。

　セ1ル’ρ，z♂例〃z　食塩ゼル

～く2）　試；料および試薬

　　　　　　　　　　　　　　（9り
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初．市販濁ば一般に合成時鍾量増加を基図としβ0の重量％を

表示してい1るために、本奨験では下記の式を用いてEO毛ル％に換

算した．
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瞬・副β層げρ〃令・畝・尾五戯

　　　　　　　　ク∫ρρ（テ
　　　　　　　　　　ぐ＝勿ど）
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　　∫層／：用いだρ圧（3診岡♀　　∫え；ρ石（テ瀦取量

　　1陛・P跨“　》・ρ四〃
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ノρρ弓の分5吸光係、数を7左か∠ご）ぐZ．ノV　ノニカ＼がげ1る
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5．2，4）　　ご一　c三一済振動
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って尻一↓ノ曲線を穿き〆こ．6ク〃乙＿レ｝曲線力＼らアル，キ）レ鎖老ミ渇き、める

こピ評も9司能であみ。
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メ｛ていな～ハつた下記の3種の魂々γ乙翻凝殉砲・膿姻μ規伽加嚢を

含叡レεか脂ぐ切。0よワ勇緒精製した．一暇に畷湿柱の物蜜が多

いのでノ汐クの堰賊して元素分オ弥し．結1累を厩〃θ×孟1＞ぐに示．す．
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結 込1三碧

の　　イオン柱・活柱葎］はクK溶1液状態でρノプ色：素ヒ翻亙イ箏用一を・もち，　密ト

　々の〆三門の団変色旧劇酸胴ある・咽アルか磁覆三四
　にち’いて・も変色せすづ宏三三を加えるこヒ．によ0絡永：莫で変量す’る．

　こ一の現象を利用して々チオン活柱剤，　アニ亥ン活柱剤．両柱活，柱

　削の容量分」祈法を確立した．　すなわちカチオン活牲剤およ谷．アミ

　ノ一門ン翻両鑛齢切場合指示回して岡・殉乙ρ伽弱
　β櫛・卿鋤！痂・．乃卿・∠汐∠雌、乃つ解・〃飯・ω、ご・・桝

　γ記を回し＼「谷双の声変四域より酸騨D・ρβま調節して，

　テトラフエニル：本ウ「1秦ナトリウムご3丁β）．　ラウリル硫酸ナト

　リウム・‘SP3），　iヨウィとカリウムカドミウム、などを滴定春い乙し

　て各々の〆重素の酸柱色の堤わ焔知で滴是すろ．坊アニ

　オ・三三舳まぬ贈創r記（駅）ま指示薬とし卿を脈の〆
　変色威よリァルヵり柱測に調節してN尺0アルカリ柱色を示す真

　琢で磁参∠か碗8劫／4〃即∂π‘1〃πご〃ク泳ノe（C川6乙）で滴是する・

　蒙た．微量（ぷヌ，ろク匹乙へ／〃〃よ／碗∠）のアニ才〉活陛痢の是量には

　〃尺一アニオン濡柱剤複合，体を二塩イヒエチレンで柚出、抽出液を

　33ρ〃アで絶是回す砺勘噛劾であ蓼こ巴を明らか回した．

ぽ）前述のイオ〉陛油脾切滴下薇揃＝つし・て．二煮ら滴是次ミセ

　ル生疹～能を＝もつ　毛ののあ～に一霊1用できiカ、ク　ご肖ご　のノ1＼さい＝も　の頑…石臼

　濃褒まで適用でさることがら．　ミセル形成が滴是磁掃に渓1与して

　いろ毒のz考うと、ω色素一活柱初複合、体（の単灘，区）哲素の活柱朝

　溶液に・よる電導度滴是．G　）ご卸Cと変琶しの岡孫　ω／・〃琶素の

緩衡液中あはび三三坤での惰電気泳動などを担討し考察を加

　え紀二〇結巣全体Zしぐ四病をもつミゼルに色素一活三三複合

体が暫まれ琶素が言泉化すうために最初七色雍が下色すべさ液

　性においでも色素鳳変色せず滴是が進行するに従い溢誰の活蛙剤

分豹書淑ケするため～こ，ミゼル平衡はモノマー倒にす丸一言．

　　　　　　　　　　　　　　（ノ〃8）



　難溶柱沈鍛が生威するために．より少し＼済柱剤分5でミセルを形

　成すろはつになるが’1終永曳で憾⊃のようなミせ）レも下り耀なぐ

　なり，　酸ヌ：博アルガリによる一色素一済柱剤複合体の結合かき蘇変

　色すろこと：を珊らがにした．

のエチレン方キシド（εo）型ゴ軒イオン活騨撤旅z＋と水溶柱

　0∂X〃幻岬、塩創乍a　こ取はST5と一自色のポに不蕩柱の頓合

磁イ陥こど蕩はび’ご・・馳r・♂（CR）が圏これら尋財わ甜

　執ヒ相互作婿を必ちC只の変一色藪よウ酸牲側の淺駐においても蛮．

　毫せチ，5下3を加えるとほ爵禄殿生或の完結莫で目色すろヒ・・

　，うイオ〉棟活柱剤ピ非常に類似した現葱を見墨し　イオン柱涛柱

　鋼の腸・合’ε淳～こて操イ誓法を作り匠ρ耐加モ：ル数の異・る（石0重・合

震・ρ磁・）砺・／∠塵縦一，∠盈・・汐∠・嗣誘導伽・下臥購

　果匠∠）総加モル数と∫下13消費纏日数の呵にはほブ直線等圧、が認

　めら教蛋0基6モLノレに対し3Tβ／モ三ルガ↑結合するこヒ武ロHらカ＼

　乞かD、　彦∂副加乏ル教の測是に膚．i効であ．みことム噛明らかになつ

　そ．更にこの莫姦明励・κ干るだめ’二用いた活柱制の三〇量を

怖桝π肪法1・従って漫興しついで蝦わ活・脇一三一S
　Tβ複合体を吻（翼zによつ分解しθ泥ヒ∫丁βが複合体中で／！Z

　のモ三ル比で’肩を一することを綱らかに　し、　下記のこヒさ組．野比を＝も

　つことを知った。　墾：三分揃一の結黒はこの権門を．裏ゴけろことガで’

　奄～た．

〔尺（ア解H・）％（・c8・CH・）・一箋岡士〔8鰍）4魂

　麦殿

　　≧ρ結果赤法は附加芒ル数の掻是と同時1＝症量法ヒして毛用い

　繹：，る‘こヒ．を爾らかにした．

催）　上述のイ六〉柱あ・まが1非イオ・ン住活蛙朝の容量’分所法の．組合せ

　によるイ：オンー罪イオ〉混合吻の分別是量：法につi＼て検討した．

　方チオンー非イ：オン系、ではまずカ’ラ・才ン男柱剤箪独の定量法を編

　いてカチオン／モルに対し非イオンスモルの混合物まで±／％の

　　　　　　　　　　　　　　（／∂の



　誤差でガチ；オ〉活・催」削を是　でiきろ．　つい（乖イ亥ン成・分につい

　ては・惹ずカチオ〉三三剤威をδ丁β髪加えて沈殿せしめた筏

　非1イオン活づ生三毛穂塒の逢羨法を適：用して非イ．オ〉／：ヒルに対し

　カチオン40モルの混合物まで主｛ぐ％の誤差．で非イズン飯分を是

　量ごきろ．　一型アニ穴幽ンー廉イオン混’含系では三二アニづ〔ン活ノ腔

　袖単：独時のi楚：量法を岡しk・て、アニ9ズン‘／モルに対して傘ろオ＞zモ

　ルの混合物まて・土よ易の誤差でアニオン三分を是量できろ。非イ

　オン純分の町回『にば蓋す・アニ才〉活粧剤をβ易塩どして寵平せし

　めっいで誰イオン門柱剤単独麟の是等まを準回すろこヒ．により非

　イオン冗モ三ルに対し・アニ坑・ン・ざ一モ」レの混．合物…まで士6一彦の諺差で

　非イオ）・鼓：分を髭遷で’蓉る、　　　　　　　　　　　．，

‘の二様しンキキシド（焉6））、1％ロピレン才キシド（ρ0）の

　βん二戸殉〃…　である肱γ…記型非イオン活陛剤の三〇，ρ0

　の翻成比の決是法を赤外吸脈スペクトルを庵し、て確立した．すな

　；わち．　このイと：合物の凶・ダ％ごα4　溶液のソご冠3乙Z9ズ∫o撚｝～）、レご〃2

　ご疋3クF∂ビワ多‘｝りの坂光褒を測是し．　こめ吸光葭の比の対数ヒEO乏

　ル％の同～こ直・線廣「孫が：落在つることを利凹した毛ので．標準三二

　1とし　て7ドリエ：・チ・・レ・ンタリ　ニ7一　）レ，　オぐ0フ6ロピレンクいりコ・一．ルを用

　いるこし寡でさる．また酒手畷光界数を求め二二二臥・る二成、分

系の寒量法によ身ても類似の結駆再た，本法膨耽・レンベー

　ズの分ヨ：量尻干；る場合で毛また分3一量未知の場合にも癒蜜でさ誤

　差は土ナちである．

　　一方親下酒墓の射純嗣招すろ自魯でがチ云〉活四切一種で

　あろ魂紗乙か碗θ齢／乙8〃乙〃批幻πあっ〃亙4εの工尺入ペグト）レにつ

いて稀一行恥・磯一γ疎乙・ヂ翻ぬ噌のβ配岬2・趨岨
　を解：附しこれがアルキル鎮長の決、是法ヒして有劾であるこヒ．を明

　らかにすみヒ同時にβ㌶ど戸ゆ多渚83飢躍の2’3の規凱粧につい

　ても実鹸的に集グけるごζができた。

　　以上看看はρβ色素髪罵い、界面門柱を函淵した新しい界面渇

　呼野の髪量法・を得ろヒヒ毛に　イオ〉性．非イブrン柱回合」物中4

　　　　　　　　　　　　　　（／／の、



谷飯：分の是量〈の応甫についても検制’を掴え左i。　重に界薗活腔剤

の分析π燕外畷淑ズベク’トルを応用し従来その組戯法是が極めて

困難祖さ嶽ていた戸∠舛。β乙C型非イオン活註叡の翻叡比を決是づ

ろとzもにイズ〉姓活粧剤の親蜘駐都’分のアルキル鎭像の決是法

を雌立した．
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